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令和３年第３回置戸町議会定例会（第１号） 

 

令和３年６月１６日（水曜日） 

 

○議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

      （諸般の報告） 

日程第 ２ 会期の決定 

  日程第 ３ 承認第 ４号 専決処分の承認について 

  日程第 ４ 承認第 ５号 専決処分の承認について 

  日程第 ５ 報告第 ５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書の報告について 

  日程第 ６ 議案第２６号 置戸町議会会議規則の一部を改正する規則 

  日程第 ７ 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第 ８ 議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例 

  日程第 ９ 議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

  日程第１０ 議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例 

  日程第１１ 議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例 

  日程第１２ 議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号） 

  日程第１３ 議案第３３号 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号） 

  日程第１４ 議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について 

  日程第１５ 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について 

  日程第１６ 報告第 ６号 例月出納検査の結果報告について 

 

○会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

        （諸般の報告） 

  日程第 ２ 会期の決定 

  日程第 ３ 承認第 ４号 専決処分の承認について 

  日程第 ４ 承認第 ５号 専決処分の承認について 

  日程第 ５ 報告第 ５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書の報告について 

  日程第 ６ 議案第２６号 置戸町議会会議規則の一部を改正する規則 

  日程第 ７ 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第 ８ 議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例 

  日程第 ９ 議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
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  日程第１０ 議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例 

  日程第１１ 議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例                

  日程第１２ 議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号） 

  日程第１３ 議案第３３号 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号） 

  日程第１４ 議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について 

  日程第１５ 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について 

  日程第１６ 報告第 ６号 例月出納検査の結果報告について 

 

○出席議員（８名） 

  １番  石 井 伸 二 議員     ２番  小 林   満 議員 

  ３番  阿 部 光 久 議員     ４番  佐 藤 勇 治 議員 

  ５番  澁 谷 恒 壹 議員     ６番  髙 谷   勲 議員 

  ７番  嘉 藤   均 議員     ８番  岩 藤 孝 一 議員 

 

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 〈町 長 部 局〉 

町    長   深  川  正  美       副  町  長  蓑  島  賢  治 

会計管理者   岡  部  信  一       企画財政課長  坂  森  誠  二 

総 務 課 長   鈴  木  伸  哉       総務課参与  福  手  一  久 

町民生活課長   渡     登 美 子       産業振興課長  五 十 嵐  勝  昭 

施設整備課長   名  和  祐  一       地域福祉センター所長  石  森     実 

総務課総務係長  鈴  木  良  知       企画財政課財政係長   菅  原  嘉  仁 

 

 〈教育委員会部局〉 

教  育  長   平  野     毅       学校教育課長  大  戸  基  史 

社会教育課長   須  貝  智  晴       森林工芸館長  小 野 寺  孝  弘 

図 書 館 長  遠  藤     薫 

 

 〈農業委員会部局〉 

事 務 局 長  田  中  耕  太 

 

 〈選挙管理委員会部局〉 

事 務 局 長   鈴  木  伸  哉（兼） 

 

 

辶
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 〈監査委員部局〉 

代表監査委員   小  鷹  浩  昭 

 

○職務のため出席した事務局員の職氏名 

事 務 局 長  今  西  美 紀 子       議 事 係 長  藤  吉  勇  太 

  臨時事務職員  中  田  美  紀 
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開会 ９時３０分 

      ◎開会宣言 

○岩藤議長 ただいまから、令和３年第３回置戸町議会定例会を開会します。 

                                    

     ◎開議宣告 

〇岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                    

     ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって４番 佐藤勇治議員及び５番  

澁谷恒壹議員を指名します。 

                                    

     ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 今期定例会に町長から提出された議案は、次のとおりです。 

 ・議案第２７号から議案第３５号。 

 ・承認第４号及び承認第５号。 

 ・報告第５号。 

 今期定例会に議会から提出された事件は、次のとおりです。 

 ・議案第２６号。 

  今期定例会までに受理した監査委員からの報告は、次のとおりです。 

 ・報告第６号。 

 今期定例会に議案等説明のため出席を求めた者及び委任を受けて出席する者は、お手元に配付した

名簿のとおりです。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 報告を終わります。 

○岩藤議長 これで、諸般の報告を終わります。 

                                    

     ◎日程第 ２ 会期の決定 

○岩藤議長 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は本日から６月１８日までの３日間にしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

              （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 
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  したがって、会期は本日から６月１８日までの３日間に決定しました。 

                                    

     ◎日程第 ３ 承認第４号 専決処分の承認について 

○岩藤議長 日程第３ 承認第４号 専決処分の承認についてを議題とします。 

 本案に対し、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○深川町長〔自席〕 ただいま議題となりました承認第４号 専決処分の承認についてでございますが、 

これにつきましては、町民生活課長より説明いたします。 

○岩藤議長 町民生活課長。 

○渡 町民生活課長 承認第４号につきましてご説明いたします。 

 承認第４号 専決処分の承認について 

 置戸町税条例等の一部を改正する条例（置戸町条例第１０号）については、議会を招集する時間的

余裕がないので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づいて令和３年３月３１日別紙のとおり専

決処分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求めます。 

 次のページをお開き願います。 

 専決処分書になりますので、説明を省略させていただきます。 

 次のページをご覧ください。 

 置戸町条例第１０号 置戸町税条例等の一部を改正する条例。 

 第１条 置戸町税条例（昭和２９年条例第１３号）の一部を次のように改正する。 

 改正内容につきましては、別冊の承認第４号説明資料、置戸町税条例等の一部を改正する条例によ

りご説明いたしますが、改正概要につきましてご説明いたします。 

 令和３年度地方税法等の一部を改正する法律が３月３１日交付され、固定資産税評価替えに伴う、

土地に係る負担調整措置の延長及び税額が上昇する土地について、令和３年度に限り、前年度税額に

据え置く特例措置の改正及び軽自動車環境性能割の非課税及び税率を軽減する特例措置が９か月延長

されました。これに伴い施行日が、令和３年４月１日となることから、条例の一部を改正する必要が

生じましたが、議会を招集する時間的余裕がないため専決処分し、議会の承認を求めるものでござい

ます。 

 第１条の改正概要につきましては、先程ご説明したほか、４月１日施行分の改正となっております。

なお、第２条の改正する内容は、令和２年度税条例改正規定の一部を改正する規定となります。 

 それでは、改正内容をご説明いたしますので、別冊の承認第４号説明資料、置戸町税条例等の一部

を改正する条例をご覧ください。 

 左側が項目、右側が改正概要となっております。 

 改正の趣旨につきましては、先程ご説明したとおりでございます。 

 １．第１条による改正。 

 第３６条の３の２及び第３６条の３の３の改正は、個人の町民税に係る給与所得者及び公的年金等

受給者の扶養親族申告書についての規定ですが、扶養親族申告書の提出の際、一定の要件を満たす場

合には、電子提出に係る税務署長の承認を不要とする規定の整備を行うものでございます。 

辶
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 次の第５３条の８の改正は、特別徴収税額の規定ですが、第１項の改正は、退職所得申告書の定義

に係る規定の整備で、条文に、第３項、第４項が新設されたことに伴う文言の改正となります。 

 次のページをお開き願います。 

 第５３条の９の改正は、退職所得申告書の規定ですが、退職所得申告書の電子提出に係る税務署長

の承認を不要とする規定の整備で、第３項及び第４項を新設する規定の整備となります。 

 第８１条の４の改正は、環境性能割の税率の規定ですが、第１項第１号及び第２号の規定は、環境

性能割の税率について、軽減対象者の割合を現行水準としつつ、令和２年度燃費基準の達成状況を考

慮しながら、令和１２年度、燃費基準により税率区分を見直す改正となります。 

 次のページをご覧ください。 

 附則第１０条の２の改正は、法附則第１５条第２項第１号等の条例で定める割合、わがまち特例の

規定ですが、地方税法改正に伴う改正を行うもので、第１０条の２第３項の規定は、雨水貯留浸透施

設に係る規定で、令和３年３月３１日をもって特例措置が廃止となることから規定を削るものでござ

います。 

 第４項から次ページ、第１５項につきましては、引用条項の改正による項の繰り上げとなります。 

 第１６項 生産性革命の実現に向けた中小企業設備の支援制度につきましては、機械装置等に係る

軽減の規定ですが、令和３年３月３１日をもって特例措置が廃止となり、規定を削るものでございま

す。 

 ５ページをご覧ください。 

 第１８項の規定につきましては、法改正に伴い家屋及び構築物に加え、第１６項において該当して

いた、機械装置等の軽減規定を踏襲し、新たに２年間延長する改正となります。 

 ６ページをお開き願います。 

 附則第１１条から７ページ、附則第１５条の規定につきましては、令和３年度評価替えに伴う土地

に係る、令和３年度から令和５年度までの各年度分の固定資産税について、価格の変動に伴う税負担

を緩和する負担調整措置の継続に伴う規定の改正となります。 

 附則第１１条の改正は、土地に対して課する令和３年度から令和５年度までの各年度分の固定資産

税の特例に関する用語の意義の規定で、負担調整の継続による見出しの年度を改正するものでござい

ます。 

 附則第１１条の２の改正は、令和４年度または令和５年度における土地の価格の特例の規定で、固

定資産税の据置年度における価格の特例の規定で、課税上、著しく均衡を失すると認めた場合に、令

和４年度及び令和５年度に限り修正を行うことができるよう年度を改正するものです。 

 附則第１２条の改正は、宅地等に対して課する令和３年度から令和５年度までの各年度分の固定資

産税の特例の規定で、宅地等に対して課する固定資産税の負担調整の特例が３年間延長となる改正と

なります。 

 第１項につきましては、負担調整措置の延長及び税の上昇幅が一定を超えた場合の措置について、

新型コロナウイルス感染症により環境が大きく変化したことなどを踏まえ、令和３年度に限り前年度

の課税標準とする特例措置の改正となります。 

 第２項から次ページ、第５項までの改正は、宅地等のうち商業地等に係る負担調整の規定で、３年
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間延長となる改正となります。 

 附則第１３条の改正は、農地に対して課する令和３年度から令和５年度までの各年度分の固定資産

税の特例の規定で、第１項につきましては、負担調整措置の３年間延長と当該農地に係る課税標準額

が上昇する土地については、令和３年度に限り前年度の課税標準とする特例の措置の改正となります。 

 附則第１５条の改正は、特別土地保有税の課税の特例の規定で、第１項及び第２項の改正は、特例

措置を３年間延長するものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 附則第１５条の２の改正は、軽自動車税の環境性能割の非課税の規定で、令和元年１０月１日から

令和３年３月３１日までの間に取得した自家用の三輪以上の軽自動車の環境性能割の非課税措置及び

税率を１％軽減する特例措置について、適用期限を令和３年１２月３１日まで９か月延長する改正規

定となります。 

 附則第１５条の２の２の改正は、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例の規定で、第２項の規

定は、環境性能割の賦課徴収に際し、基準を国土交通大臣の認定に基づき判断する規定で、法改正に

伴い字句を改正するものでございます。 

 附則第１６条の改正は、軽自動車税の種別割の税率の特例の規定で、軽自動車税の種別割のグリー

ン化特例等の見直しに伴う改正となり、第１項につきましては、第６項から第８項、新設に伴う字句

の改正となります。 

 第２項から第４項の規定は、グリーン化特例の規定で、平成３１年４月１日から令和２年３月３１

日までに車両番号の指定を受けた場合の令和２年度分の軽自動車税種別割に係る文言を削除する改正

となります。 

 次のページをご覧ください。 

 第６項から第８項までの規定は、新設する項で、電気自動車に重点化するとされていた、自家用乗

用車以外の種別においても基準の切り替えを行い、２年延長する改正となります。 

 第６項の規定は、自家用の乗用を除く電気自動車及び一定の排出ガス性能を備えた天然ガス軽自動

車について、令和４年度分、令和５年度分の種別割に限り、グリーン化特例７５％軽減対象者とする

規定の新設となります。 

 第７項の規定は、三輪以上のガソリン軽自動車のうち営業用のものについて、一定の排出ガス性能

を備えたものの場合、令和４年度分、令和５年度分の種別割に限り、グリーン化特例５０％軽減対象

者とする規定の新設となります。 

 第８項の規定は、前項以外の営業用のものについて、一定の排出ガス性能を備えたものの場合、令

和４年度分、令和５年度分の種別割に限り、グリーン化特例２５％軽減対象者とする規定の新設とな

ります。 

 附則第１６条の２の改正は、軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例の規定で、賦課徴収に関し対象

の自動車に該当するかどうかの判断をする場合、国土交通大臣の認定に基づき判断する規定で、地方

税法改正に伴う字句の改正となります。 

 附則第２５条の改正は、新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別税額控除の特例の規

定で、新型コロナウイルス感染症の影響により、住宅の取得等で特別特定取得に該当する家屋を、令
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和３年１月１日から令和４年１２月３１日までの間に、そのものの居住の用に供した場合には、控除

期間の１３年間の特例について延長する規定の整備となります。 

 次のページをお開き願います。 

 第２条による改正は、令和２年度地方税法改正に伴う、町税条例の一部を改正する条例で、地方税

法等の改正に伴い、改正後の規定について改正するものです。 

 以上で、承認第４号 置戸町税条例等の一部を改正する条例につきまして説明を終わりますが、承

認第４号説明資料、置戸町税条例等の一部を改正する条例新旧対照表につきましても後程ご参照願い

ます。 

 本議案にお戻りください。 

 議案を２枚めくっていただき、右のページをご覧ください。 

  附 則 

 第１条 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 第２条につきましては、町民税に関する経過措置となります。 

 第３条は、固定資産税に関する経過措置で、それぞれ令和２年度までは、従前の例による旨の経過

措置となります。 

 第４条は、軽自動車税に関する経過措置で、施行日前に取得した軽自動車の環境性能割及び種別割

については、従前の例による旨の経過措置となります。 

 以上で、承認第４号の説明を終わります。 

○岩藤議長 これで、承認第４号の提案理由の説明を終わります。 

  これから質疑を行います。 

  承認第４号 専決処分の承認について。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、承認第４号 専決処分の承認についてを採決します。 

  承認第４号については、原案のとおり承認することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、承認第４号 専決処分の承認については、承認することに決定しました。 

                                    

     ◎日程第 ４ 承認第５号 専決処分の承認について 
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○岩藤議長 日程第４ 承認第５号 専決処分の承認についてを議題とします。 

  本案に対し、提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○深川町長〔自席〕 ただいま議題となりました、承認第５号 専決処分の承認につきましては、企画 

財政課長より説明いたします。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 それでは、承認第５号の説明をいたします。 

 承認第５号 専決処分の承認について 

 令和２年度置戸町一般会計補正予算（第１３号）については、議会を招集する時間的余裕がないの

で、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づいて令和３年３月３１日別紙のとおり専決処分したの

で、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 このページにつきましては、専決処分の処分書面でございますので説明を省略させていただきます。 

 次のページをご覧ください。 

 令和２年度置戸町一般会計補正予算（第１３号）。 

 令和２年度置戸町の一般会計補正予算（第１３号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５３３万７，０００円を追加し、歳入歳出予算 

   の総額を歳入歳出それぞれ５４億１，４９８万１，０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 

   額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第１表 歳入歳出予算補正の内容についてご説明いたしますので、別冊令和２年度置戸町一般会計

補正予算事項別明細書（第１３号）の８ページ、９ページをお開きください。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和２年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第１３号）、別

添のとおり） 

○岩藤議長 これで、承認第５号の提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 承認第５号 専決処分の承認について 

 令和２年度置戸町一般会計補正予算（第１３号）。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、別冊令和２年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第１３号）、

８ページ、９ページ、歳出から進めます。 

 ３．歳出。４款衛生費、１項保健衛生費。８款土木費、２項道路橋梁費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、４ページ、５ページ、歳入へ進みます。 

 ２．歳入。２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税。３款利子割交付金。４款配当割交付金。５款

株式等譲渡所得割交付金。６款法人事業税交付金。８款環境性能割交付金。１０款地方交付税。１１
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款交通安全対策特別交付金。 

 質疑はありませんか。 

 ４番 佐藤議員。 

○４番 佐藤議員 １０款の交付税の特別交付税について若干お聞きしたいと思いますが、今回、３， 

３００万円の減額ということですが、これは年度途中でですね、９月だと思いますが、一旦４，００

０万円の増額補正をしているんですね。特別交付税っていうのは非常に厄介なもので、つかみという

か、基本的にはきちっとしたルールがないので、なかなか予算措置っていうのは難しいと思うんです

ね。そんななかで、これ令和２年度の決算ですけど、令和元年度においてもですね、減額補正４，９

００万円ですね、大よそ。特別交付税で減額措置しているわけですよね。なかなか読めないっていう

のは分かるんですけど、少なくてもこういったルール分っていうのがあまり見えないなかで特別交付

税を財源調整措置に使うっていうのは、ちょっと適切ではないと思うんですね。むしろ基金であれば、

次の基金でも、結局その穴埋めを減債基金で埋めているわけですけど、むしろ減債基金じゃなくて財

政調整基金でこういった年度途中の増減については、最終的に３月末で決算になるわけですから、そ

のときの調整ということで、むしろ特別交付税の予算措置については、相当慎重に予算措置って言い

ますか、計上すべきだという、そういうことを意見で申し上げたいと思います。 

 最近の特別交付税については、ここ２～３年いろんな要素があって、日赤に対する支援とかそうい

うのも加味されているわけですけど、ただ、大よそ２億円程度、１億８，０００万円から２億円程度

ということで、２億円を超えるような特別交付税っていうのは、ここ３年間ないと思うんですね。で

すから、令和３年度に連動しますけど、令和３年度は２億７，０００万円ほど特別交付税見ているん

ですけど、これはコロナの関係でどういうふうになっていくかは分かりませんけど、相当慎重にです

ね、特別交付税の扱いについてはですね、先が見えないっていうか、算定が見えないなかではですね、

今後慎重に対応をして、３，０００数百万円の基金をですね、繰り入れするっていうことは、その分

だけ３，８００万円ですか、基金が充当されるから、基金があるからいいんですけど、ないときには

ですね、相当やり繰りが大変になってくると思うので、その辺、今後ですね、特別交付税の予算計上

についてはですね、相当慎重に、むしろやっぱり、なんて言うのかな、あまり多く見ないで、ぎりぎ

りのなかでですね、やっぱり見るべきだと思いますけど、その辺の考え方を伺います。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 今ご指摘をいただきました件、そのとおりということで私の方も受け止めさせて 

いただいておりますが、若干のご説明をさせていただきますと、いわゆるおっしゃいましたとおり、

特別交付税、いわゆるその交付が基礎数値に伴って算定される、いわゆるルール分と言われる部分が

全体の約２割ぐらい。残りがですね、国が独自に算定した額をもって、その年度における交付額を決

定されるという分、それがほとんどの８割ぐらいを占めるというところでございますと、なかなか交

付額の読みをすることが難しいというのが実情でございます。今回の令和２年度の当初予算は、骨格

予算でございましたので、政策的な予算を若干抑えて計上させていただきました、当初１億８，００

０万円の読みをしておりました。途中で４，０００万円ほどの追加をさせていただいた経過でござい

ますが、これこそがルール分として、置戸赤十字病院様に支援をする金額がルール分として算入され

るだろうという読みをしていたものでありました。今まではルール分は、そのままルールとしていた
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だけていたんですが、どうも今年度の実績を見ますと、財政指数割という係数が掛けられて、本来、

満度に来るはずであったものが、いわゆる減じられて交付をされるということがありました。そうい

うことから、国の方も度重なりますこの特別交付税の性質でございますが、やはり災害等が最近多か

ったり、そういう北海道でも豪雪被害がありました。そういったところでの経費配分で財源調整をさ

れたんではないかというような累進をしているところでもございます。 

 平成２３年、１０年前からさかのぼってみますと、実は、本町なんですが、２５年度以外はすべて

２億円を超える金額でございましたが、平成３０年度に実は前年より急に１，８００万円が減額され、

それから、令和２年度の予算編成時期でございました令和２年度１月期において、過去の実績を勘案

しながらなんですが、大体２億円ぐらいは来るであろうという想定をしたということでございます。

それで、そのときに今年度からは、定住自立圏域に１，５００万円のルール分が交付税としてみなさ

れるというところから、前後加味して２億２，０００万円ほどではないかという読みをいたしました。

しかしながら、今ご指摘のあったとおりでございますけれども、いわゆるこの１，５００万円が算入

されていなかったとすれば、前年からさらに９３１万円の減額であるというところを鑑みますと、や

はりちょっと推計としては、見通しが甘かったんではないかというご指摘のとおりではと痛感をして

いるところでございます。今年度でございますけれども、地域おこし協力隊の部分でかなりの人数の

分、ルールで入ってくるものですから、それらを予算計上額と同額としてみなしております。今後、

地域おこし協力隊の採用を続けてまいりますが、その採用人数が確定して、さらにこのコロナ、その

他の財政状況を勘案して適切な交付税の算定に意を用いてまいりたいと考えておりますので、ご理解

をいただきたいと思います。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ４番。 

○４番 佐藤議員 それで関連して引き続きですけどね、最終的には歳入に穴空いた分は、基金で繰り 

入れるということで当然の話なんですけど、ちょっと次のページに入っちゃうんだけど、減債基金を

利用するっていうことはどうなのか。減債基金っていうのは、この読まれるとおり、起債を減債する

ために用いる財源の基金だと思うんですが、むしろさっき当初言いましたとおり、財政調整基金、い

わゆる財源を調整するための基金、これは十数億円あると思うんですけど、それをむしろ利用して、

減債の方は起債の特別な事情があった場合は、減債を利用するということは当然の話だと思うんです

けど、このような特別交付税のなかなか読めないなかでね、財源を調整するっていうのは、非常に財

政当局も苦労されていると思うんだけど、今の説明のとおりね。最終的に、３月３１日の決算時にお

いてね、そういったことで財源に穴が空いた場合についてはね、財政調整基金っていう基金がありま

すので、それは十数億円あるから、それをむしろ活用して、減債はいかがなものかと思うんですが、

その考え方をちょっと示してほしいと思います。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 ご承知のとおり、本町、今年度から起債の償還については、ピークにどんどん入 

っていくと。特別会計含めまして約８億円ほどの償還を生じるなかで、当初からこの起債の償還を平

準化させる意味で、この減債基金の使用を考えておりました。今ご指摘のとおりなんですが、財政調

整基金なんですけども、年度途中の補正財源等に、いわゆるこの特別交付税の交付額が減少している
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っていうことを鑑みまして、補正の財源には、この普通交付税に変わる、いわゆる財政調整基金とい

うものの繰り入れを考えたいと思いますが、今年度に関しましては、起債の償還が大きいという理由

で全額減債基金で補填をさせていただいたところでございます。令和３年中、これからですね、お諮

りをさせていただくようなさまざまな案件につきましては、適切なる基金の繰り入れ等しながら財政

調整を、財源調整をさせていただきたいと考えます。よろしくお願いします。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、６ページ、７ページ。 

  １４款国庫支出金、２項国庫補助金。１８款繰入金、２項基金繰入金。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、承認第５号 専決処分の承認についてを採決します。 

  承認第５号については、原案のとおり承認することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

  したがって、承認第５号 専決処分の承認については、承認することに決定しました。 

                                    

     ◎日程第 ５ 報告第５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算 

                  書の報告について 

○岩藤議長 日程第５ 報告第５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書の報告について。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○深川町長〔自席〕 報告第５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書の報告につきましては、企 

画財政課長より説明いたします。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 報告第５号についてご説明いたします。 

 報告第５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書の報告について。 

 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書について、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）
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第１４６条第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

 次のページをお開きください。 

 令和２度置戸町繰越明許費繰越計算書になりますが、令和２年度置戸町一般会計補正予算で予算措

置をいたしました高度無線環境整備推進事業他６事業につきましては、年度内実施が困難として繰越

明許費の補正を行いました。３月３１日に翌年度会計に繰り越し、５月３１日付で繰越計算書を調整

いたしましたので議会に対して報告をさせていただくものです。 

 内容につきましては表に記載のとおりでございますが、１行目の高度無線環境整備推進事業につき

ましては、同額を繰り越しいたしました。２行目の新型コロナウイルスワクチン接種事業は、繰越予

定額を２，９５１万７，０００円としておりましたが、令和２年度中の執行済経費７４万７，０００

円を引いた２，８７７万円を、３行目と４行目のトレーラーハウス設置工事とトレーラーハウス購入

事業につきましては、同額を繰り越しました。５行目の中小企業金融資金融資事業は、繰越予定額を

２２０万円としておりましたが、令和２年度中の執行済経費６７万４，０００円を差し引いた１５２

万６，０００円を繰り越しいたしました。６行目の町営住宅外壁等改修工事と、７行目の特定優良賃

貸住宅外壁等改修工事につきましては、同額を繰り越しました。      

 下段の計欄をご覧ください。 

 繰越予定の金額４億２，９４０万７，０００円、実際に翌年度へ繰り越した金額は４億２，７９８

万６，０００円。財源内訳につきましては、４月１日以降に交付を受けた既収入特定財源として新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が２億９００万円、国庫支出金２，８７７万円、地方

債１億４，３２０万円、一般財源４，７０１万６，０００円となっております。 

 なお、町営住宅外壁等改修工事と特定優良賃貸住宅外壁等改修工事に充当される社会資本整備総合

交付金１，４０３万円につきましては、すでに３月３１日までに交付を受けておりますことから財源

として繰り越しをせず、掛かる経費についてをすべて一般財源で繰り越した次第でございます。 

 以上で、報告第５号の説明を終わります。 

○岩藤議長 報告に対し、質疑を許します。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、報告第５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書の報告についてを採決します。 

  報告第５号について、報告のとおり承認することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 
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 したがって、報告第５号 令和２年度置戸町繰越明許費繰越計算書の報告については、承認するこ

とに決定しました。 

                                    

     ◎日程第 ６ 議案第２６号 置戸町議会会議規則の一部を改正す 

                   る規則 

○岩藤議長 日程第６、議案第２６号 置戸町議会会議規則の一部を改正する規則を議題とします。 

  本案について趣旨説明を求めます。 

  １番 石井伸二議員。 

○１番 石井議員〔登壇〕 ただいま議題となりました議案第２６号 置戸町議会会議規則の一部を改 

正する規則について趣旨説明を行います。 

 この改正は、標準町村議会会議規則の一部改正に伴い、これと整合性を図るため所要の改正を行う

ものです。 

 改正内容につきましては、議員活動と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の議員が活動しやす

い環境整備の一貫として、出産、育児、介護など、議員として活動するに当たっての諸要因に配慮す

るため、育児、介護など、議会への欠席事由を第２条第１項において整備するとともに、出産につい

ては、母性保護の観点から、出産に関わる産前産後の欠席期間を同条第２項で規定するものです。 

 また、第８６条第１項では、請願者の利便性の向上を図るため、議会への請願手続きについて、請

願者に一律に求めている押印の義務付けを見直し、署名または記名押印に改めるものです。 

   附 則 

  この規則は、公布の日より施行する。 

 なお、議案第２６号説明資料、新旧対照表につきましては、後程ご覧ください。 

 以上、改正の概要についてご審議賜りますようよろしくお願い申し上げ、趣旨説明を終わります。 

○岩藤議長 これで議案第２６号の趣旨説明を終わります。 

  これから質疑を行います。 

  議案第２６号 置戸町議会会議規則の一部を改正する規則。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、議案２６号 置戸町議会会議規則の一部を改正する規則を採決します。 

  議案第第２６号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 
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○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案２６号 置戸町議会会議規則の一部を改正する規則は、原案のとおり可決されま

した。 

                                   

    ◎日程第 ７ 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び 

                  費用弁償に関する条例の一部を改正 

                  する条例から 

    ◎日程第１５ 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規 

                  約の変更についてまで 

                ９件 一括議題     

○岩藤議長 日程第７ 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一 

部を改正する条例から日程第１５ 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更につ

いてまでの９件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○深川町長〔自席〕 ただいま議題となりました議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費 

用弁償に関する条例の一部を改正する条例につきましては、総務課長より説明いたします。また、議

案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更につきましては、地域福祉センター所長が

説明いたします。なお、この間の議案につきましては、それぞれの担当課長が説明いたします。 

〈議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 まず、議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を 

改正する条例。 

 総務課長。 

○鈴木総務課長 議案第２７号についてご説明いたします。 

 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例。 

 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年条例第３１号）の一部を次の

ように改正する。 

 今回の改正概要についてご説明いたします。 

 現在、地域おこし協力隊員の給与等につきましては、会計年度任用職員の規定により支給をしてお

りますが、給料表を使用するため募集の際の条件提示に不都合が生じることから、特定職報酬表を新

設し、地域おこし協力隊員においては、月額２０万円の定額とする規定を新設するものでございます。 

 それでは、改正内容をご説明いたしますので、議案第２７号説明資料、置戸町会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表をご覧ください。 

 右が現行、左が改正案となります。 

 第１８条中、ただし書として、ただし、別表第３に定める特定職報酬表に掲げる職種の月額は、同

表の額とするを加え、別表第３（第１８条関係）の表として、地域おこし協力隊員の報酬月額を２０

万円とする規定の表を追加するものでございます。 
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 本議案にお戻りください。 

   附 則 

  この条例は、令和３年１０月１日から施行する。 

 以上で、議案第２７号の説明を終わります。 

〈議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例。 

  町民生活課長。 

○渡 町民生活課長 議案第２８号につきましてご説明いたします。 

 議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例 

 置戸町税条例（昭和２９年条例第１３号）の一部を次のように改正する。 

 今回、改正する内容は、令和３年度地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、関

係条例規定の整備を行うものです。 

 改正概要につきましては、個人町民税の非課税限度額等における国外居住親族の取り扱いの見直し

に伴う改正及び特定一般用医療品等購入費の医療費控除の特例について、５年間延長する規定等の改

正となります。 

 それでは、改正内容をご説明いたしますので、別冊の議案第２８号説明資料、置戸町税条例の一部

を改正する条例をご覧ください。 

 左側が項目、右側が改正概要となっております。改正の趣旨につきましては、先程ご説明したとお

りでございます。 

 第２４条の改正は、個人の町民税の非課税の範囲の規定で、第２項の改正は、個人町民税で均等割

のみ課すべき者の非課税の計算において、世帯の扶養人数等に応じて非課税となる規定中、令和２年

度税制改正により、扶養控除における国外居住者の取り扱いが見直され、一定のもの以外を除外する

こととなったことから規定を改正するものでございます。施行日は、令和６年１月１日からとなりま

す。 

 第３４条の７の改正は、寄附金税額控除の規定で、第１項第１号の改正は、特定公益増進法人等に

対する寄附金について、その対象となる寄附金から出資に関する業務に充てることが明らかな寄附金

を控除対象から除外する規定の整備となります。施行日は、令和４年１月１日からとなります。 

 第３６条の３の３の改正は、個人の町民税に係る公的年金等受給者の扶養親族申告書の規定で、第

１項の改正は、令和２年度税制改正により、扶養控除における国外居住者の取り扱いが見直されたこ

とにより規定を改正するものでございます。施行日は、令和６年１月１日からとなります。 

 附則第５条の改正は、個人の町民税の所得割の非課税の範囲等の規定で、第１項の改正は、個人の

町民税で所得割を課すべき者の前年の所得の合計が世帯の扶養人数等に応じて所得割を課さない規定

中、令和２年度税制改正により、扶養控除における国外居住者の取り扱いが見直され、一定のもの以

外を除外することとなったことから規定を改正するものでございます。施行日は、令和６年１月１日

からとなります。 

 裏面をご覧ください。 

 附則第６条の改正は、特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の特例の規定で、特

辶
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定一般用医療費等購入費を支払った場合の医療費控除の特例について、対象となる医薬品の範囲を見

直し、手続きを簡素化した上で５年間延長する規定の改正となります。施行日は、令和４年１月１日

となります。 

 以上で、今回の地方税法等改正に伴う税条例の改正につきまして説明を終わりますが、議案第２８

号説明資料、置戸町税条例の一部を改正する条例新旧対照表につきましては、後ほどご参照願います。 

 本議案にお戻りください。 

 下段をご覧ください。 

   附 則 

 第１条 施行期日につきましては、資料にて説明済みですので説明を省略いたします。 

 第２条は、町民税に関する経過措置となります。 

 以上で、議案第２８号の説明を終わります。 

○岩藤議長 ここでしばらく休憩します。１０時５５分より再開します。 

                          

休憩 １０時３４分 

再開 １０時５５分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案の説明を続けます。 

〈議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  町民生活課長。 

○渡 町民生活課長 議案第２９号についてご説明いたします。 

 議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

 置戸町国民健康保険税条例（昭和３３年条例第７号）の一部を次のように改正する。 

 本条例の改正内容につきましては、令和３年度国民健康保険税の税率の見直しと新型コロナウイル

ス感染症緊急対策に対応し、感染症の影響により一定程度収入が下がった方々に対する国民健康保険

税の減免について１年延長する規定の整備となります。 

 改正内容の説明に入る前に、置戸町国民健康保険税の状況につきましてご説明をいたします。 

 議案第２９号説明資料の１ページ。令和３年度国民健康保険税所得階層別世帯分布表をご覧くださ

い。表の中央、本年度の国民健康保険税課税対象総所得金額の合計は、昨年に比べ約１億２，５２０

万円減の９億８，７２７万円となっております。所得階層別では、昨年同様の世帯割合となっており、

世帯数合計では昨年より３世帯、被保険者数では１６人減っています。また、表にはございませんが、

年齢別被保険者数では、６５歳以上７４歳までの被保険者の割合が全体の４２％を占めております。

所得階層別で見ますと、１，０００万円以上の世帯数は前年度に比べ２世帯減っており、所得は１億

２，１３０万円ほど減額となっています。その他の階層につきましても、全体的に所得の減少が見ら

れます。右の欄、世帯割合の率をご覧ください。所得階層別世帯割合は、昨年と変動はありませんが、

１５０万円未満の世帯が全体の約５８％を占めており、国民健康保険加入者の多くが低所得者層であ

辶
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ることが分かります。 

 下段、軽減世帯情報ですが、軽減世帯数及び被保険者数は５割軽減世帯が減少し、７割軽減世帯が

増加しています。以上が、所得状況、軽減の状況となります。 

 国民健康保険の制度改革により、平成３０年より北海道と市町村が一体となり、事務の広域、効率

化、統一的な運営方針に基づき、国民健康保険事業を推進しています。都道府県単位化に伴い、全道

の被保険者の医療費等を全市町村で負担する仕組みとして納付金制度が導入され、保険料負担を公平

に支え合うため、市町村ごとに医療費水準や所得水準、世帯数、被保険者数に応じた国保事業納付金

の額を決定し、北海道に収める形になっており、国保税の算出は北海道から市町村ごとに標準保険税

率が示され、これに基づき算出を行っています。現在の納付金の算定上、医療費水準の反映は小さい

市町村ほど医療費の増加が保険料負担に与えるリスクが高くなることから、現在、０．５反映されて

いる市町村医療費水準を令和６年度から反映させないこととなる予定です。また、令和９年度には、

保険税の賦課方式を所得割、資産割、均等割、平等割の４方式から、資産割を除く３方式へと変更し、

令和１２年度には統一保険料率とし、全道どの市町村も税率が同じになる予定です。保険税率の算定

にあたり、本年度置戸町が北海道へ支払う納付金の額は、昨年に比べ４００万円ほど下がりましたが、

所得が下がったことなどから、保険税、収納必要額に不足を生じるため、道から示される標準保険料

率や従来の保険税率を考慮し、所得状況、日歩数などから試算を行ってまいりました。令和３年度の

保険税率につきましては北海道が示す、令和９年度には資産割をなくし、３賦課方式統一への移行を

鑑み、急激な負担増とならないよう、本年度より税率の移行を段階的に進めることといたしました。

また、新型コロナウイルス感染症等による住民への影響等を考慮し、本年度においても不足分は基金

からの繰入を行い負担軽減してまいりたいと考えております。 

 それでは、条例の改正内容につきましてご説明いたしますので、説明資料の２ページ、令和３年度

置戸町国民健康保険税条例改正をお開き願います。 

 表の左から、改正項目、関係条例、改正内容、適用年月日となっています。 

 はじめに、改正項目１、税率の改正。改正内容の欄、基礎課税額税率の改正です。国保税は、所得

割、資産割、加入者１人当たりに課税される均等割、加入世帯１世帯当たりで課税される平等割の４

方式で課税を行っております。今回の改正は、先程ご説明いたしました令和９年度には資産割を廃止

し、３方式賦課へと移行するため、所得割へ移行する税率の改正となります。関係条項の欄、第３条

は基礎課税分の税率区分、所得割を、第４条は資産割を定めておりますが、基礎課税分の所得割につ

きましては、現行１００分の５から１００分の５．５に、資産割につきましては、１００分の３８．

１から１００分の３０に改正するものでございます。均等割、平等割につきましては改正はございま

せん。第６条から第７条は後期高齢者支援金等課税額の改正で、所得割を現行１００分の１．７５か

ら１００分の１．８に、資産割を現行１００分の１２．３から１００分の１０に改正するものでござ

います。均等割、平等割につきましては改正はございません。第９条は介護納付金課税額の改正で、

資産割を現行１００分の８．６から１００分の６に改正するものでございます。所得割、均等割、平

等割につきましては改正はございません。 

 資料の３ページをご覧ください。 

 所得階層別国民健康保険税額となります。表の中央から、左が改正前、右が改正後で、表の右端、
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全体分差し引きが前年度からの年税額の改正分となります。一番左、上段は低所得者軽減世帯、中ほ

どより下は、軽減該当とならない普通世帯の資産となっております。一番上、７割軽減世帯、所得４

３万円の世帯の変更はございません。３段目、５割軽減世帯、所得９２万円の世帯で、３人家族、固

定資産税２万円をご負担いただく世帯から資産割が減額し、所得割が増えることとなります。中段、

所得２１０万円の世帯で２人家族、固定資産税２万円の場合、資産割が２，６００円減額となり、所

得割が９，２００円増え、前年度より６，６００円の増額となります。一番下、所得８１０万円の世

帯につきましては、医療と後期分は限度額を超えておりますが、介護保険分が資産割を減じているた

め、その差額が減額となっております。 

 続きまして、別紙、議案第２９号説明資料、置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例新旧

対照表をご覧ください。２ページになります。 

 附則第１４項の改正は、新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険税の減免の特例の規

定で、昨年度６月議会において、令和２年２月１日から、令和３年３月３１日までの間に納期限が設

定されている令和元年度及び令和２年度分の国民健康保険税について要件を満たす場合に保険税の減

免を行う規定ですが、今回その期限を１年延長し、令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの

間に納期限が設定されている、令和２年度及び令和３年度の保険税に対する減免規定の改正となりま

す。なお、減免分に対する保険税の減収相当分につきましては、特別調整交付金により財源措置され

る予定ですが、市町村調整対象需要額に対し減免額が決定されることとなり、本町は減免総額の１０

分の４程度となる見込みでございます。 

 本議案にお戻りください。 

    附 則 

  （施行期日等） 

  第１条 この条例は、公布の日から施行し、改正後の置戸町国民健康保険税条例の規定は、令和 

   ３年４月１日から適用する。 

  （適用区分） 

  第２条 この条例による改正後の第３条第１項、第４条、第６条、第７条及び第９条の規定は、 

   令和３年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和２年度分までの国民健康保険 

   税については、なお従前の例による。 

 以上で、議案第２９号の説明を終わります。 

〈議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例。 

  産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 議案第３０号についてご説明いたします。 

 議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例。 

 置戸町交流促進センター設置条例（平成１６年条例第１５号）の一部を次のように改正する。 

 今回の改正は、勝山農村公園内に設置予定のトレーラーハウスの利用料金について新たに定めるも

のと、合わせて勝山温泉ゆぅゆ及びコテージの指定管理を委託している一般社団法人おけと勝山温泉

ゆぅゆとの協議により、以前から要望のありましたコテージの利用料金についても見直しを図るもの
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でございます。直近では、平成２６年４月に消費税が５％から８％に引き上げられたことに伴い改定

を行いましたが、以降、労務単価の引き上げや令和元年１０月から消費税が１０％に引き上げられた

ことなどの経済情勢の変化に伴う改訂については見送ってきました。しかし、この度、トレーラーハ

ウスの設置に伴い、先程申し上げました経済情勢の変化やコテージとトレーラーハウスとの均衡を図

る観点から改正を行うものでございます。 

 また、コテージに備えてありましたカラオケマシーンも廃棄としたことから、利用料金の改正を合

わせて行うものでございます。 

 なお、具体的な利用料金の決定につきましては、置戸町交流促進センターの管理運営業務に関する

協定書第１１条におきまして、一般社団法人おけと勝山温泉ゆぅゆが置戸町交流促進センター設置条

例第６条に規定する利用料金の範囲内において定めるものとなっていて、さらにその決定及び改定に

ついては、事前に置戸町の承諾を受けるものとなっております。現在、一般社団法人おけと勝山温泉

ゆぅゆにおきまして、料金設定に向けた協議が進められているところでございます。 

 議案第３０号の説明資料、置戸町交流促進センター設置条例（平成１６年条例第１５号）の一部を

改正する条例新旧対照表をご覧願います。 

 右が現行、左が改正案となっております。 

 第６条 利用料金、第２項別表を改正するもので、別表の２の表中、定員４名用、１棟１泊２０，

５７０円を２５，０００円に。定員６名用、１棟１泊３０，８５０円を３５，０００円に改め、備品、

カラオケ１曲につき１００円の項を削除します。 

 次に、その下に、別表の３、トレーラーハウス利用料金として、１棟１泊１５，０００円を追加す

るものでございます。 

 本議案にお戻りください。 

   附 則 

  この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で、議案第３０号の説明を終わります。 

〈議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第３１号について説明をいたします。 

 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例。 

 置戸町介護保険条例（平成１２年条例第６号）の一部を次のように改正する。 

 本条例の改正内容につきましては、新型コロナウイルスによる影響が続いていることから、令和３

年度においても減免の特例を実施するため、附則第９条 新型コロナウイルス感染症の影響による介

護保険料の減免の特例の規定について、対象期間の改正をするものです。 

 附則第９条中「令和元年度分及び令和２年度分」を「令和２年度分及び令和３年度分」に、「令和２

年２月１日から令和３年３月３１日」を「令和３年４月１日から令和４年３月３１日」に改める。 

   附 則 

  この条例は、公布の日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 
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 なお、議案第３１号説明資料としまして、置戸町介護保険条例の一部を改正する条例新旧対照表を

添付しておりますので後ほどご覧ください。 

 以上で、議案第３１号の説明を終わります。 

〈議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）〉 

○岩藤議長 次に、議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）。 

  企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 議案第３２号についてご説明をいたします。 

 議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）。 

 令和３年度置戸町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，６３３万９，０００円を追加し、歳入歳出 

   予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億２，６３３万９，０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 

   額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第１表 歳入歳出予算補正につきましては、別冊の令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細

書（第１号）で説明をいたしますので、事項別明細書の６ページ、７ページをお開き願います。 

（以下、関係課長説明、記載省略。令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第１号）、別添

のとおり） 

○岩藤議長 ここでしばらく休憩します。午後１時より再開します。 

                          

休憩 １１時５６分 

再開 １３時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案の説明を続けます。 

 〈議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）〉 

○岩藤議長 議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第１号）。歳出、１２ペ 

ージ、１３ページ。５項保健体育費、ファミリースポーツセンター管理運営に要する経費から。 

 社会教育課長。 

 （以下、社会教育課長説明、記載省略。令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第１号）、 

 別添のとおり） 

〈議案第３３号 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号）〉 

○岩藤議長 次に、議案第３３号 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号）。 

  施設整備課長。 

○名和施設整備課長 議案第３３号について説明をいたします。 

 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号）。 

 令和３年度置戸町の下水道特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
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  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳 

   入歳出それぞれ１億９，７６３万円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金 

   額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第１表 歳入歳出予算補正について説明をいたしますので、別冊の令和３年度置戸町下水道特別会

計補正予算事項別明細書（第１号）の４ページ、５ページをお開きください。 

 （以下、施設整備課長説明、記載省略。令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算事項別明細書（第 

 １号）、別添のとおり） 

〈議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について〉 

○岩藤議長 次に、議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更 

について説明をいたします。 

 北見地域障害支援区分認定等審査会は、北見市、訓子府町、置戸町の１市２町が共同で設置をして

おりますが、北見市役所本庁舎の新築移転に伴う審査会の執務場所変更と文言の整理も合わせて所要

の改正を行うもので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の７第３項の規定により、

北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約を次のとおり変更することについて、議会の議決を

求めるものです。 

 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の一部を改正する規約。 

 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約（平成１８年４月１日施行）の一部を次のように

改正する。 

 第３条中「北見市大通西２丁目１番地」を「北見市大通西３丁目１番地」に改める。 

 第８条の見出し中「並びに」を削り、同条中「並びに」を削り、「これを」を「、これを」に改める。 

 第９条第１項中「予め関係町」を「あらかじめ、関係町」に改め、同条第２項中「並びに」を削る。 

 第１０条中「予め関係町長」を「あらかじめ、関係町長」に改める。 

 第１１条中「外」を「ほか」に改める。 

   附 則 

  この規約は、告示の日から施行する。 

 なお、議案第３４号説明資料としまして、北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の一部

を改正する規約新旧対照表を添付しておりますので、後ほどご覧ください。 

 以上で、議案第３４号の説明を終わります。 

〈議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について〉 

○岩藤議長 次に、議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について。 

  地域福祉センター所長。 

○石森地域福祉センター所長 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について説 

明をいたします。 
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 北見地域介護認定審査会は、北見市、訓子府町、置戸町の１市２町が共同で設置をしておりますが、

北見市役所本庁舎の新築移転に伴う審査会の執務場所変更と文言の整理も合わせて所要の改正を行う

もので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の７第３項の規定により、北見地域介護

認定審査会共同設置規約を次のとおり変更することについて、議会の議決を求めるものです。 

 北見地域介護認定審査会共同設置規約の一部を改正する規約。 

 北見地域介護認定審査会共同設置規約（平成１１年８月１日施行）の一部を次のように改正する。 

 第３条中「北見市大通西２丁目１番地」を「北見市大通西３丁目１番地」に改める。 

 第６条第２項中「、北見市」を「北見市」に改める。 

 第７条中「、関係町長」を「関係町長」に改める。 

 第８条の見出し中「並びに」を削り、同条中「並びに」を削る。 

 第９条第１項中「予め関係町」を「あらかじめ、関係町」に改め、同条第２項中「並びに」を削り、

「、北見市」を「北見市」に改める。 

 第１０条中「予め関係町長」を「あらかじめ、関係町長」に改める。 

 第１１条中「外」を「ほか」に改める。 

   附 則 

  この規約は、告示の日から施行する。 

 なお、議案第３５号説明資料としまして、北見地域介護認定審査会共同設置規約の一部を改正する

規約新旧対照表を添付しておりますので、後ほどご覧ください。 

 以上で、議案第３５号の説明を終わります。 

○岩藤議長 これで、議案第２７号から議案第３５号までの提案理由の説明を終わります。 

                                   

    ◎日程第１６ 報告第 ６号 例月出納検査の結果報告について 

○岩藤議長 日程第１６ 報告第６号 例月出納検査の結果報告について。 

 事務局長から報告させます。 

 事務局長。 

○今西事務局長 報告第６号について申し上げます。監査委員が令和３年２月２８日、３月３１日及び 

４月３０日現在の出納状況について検査を執行され、お手元に配付の通りの結果報告がありました。 

 報告を終わります。 

○岩藤議長 これで報告済とします。 

                                   

    ◎散会の議決 

○岩藤議長 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

                                   

    ◎散会宣言 

○岩藤議長 本日は、これで散会します。 

散会 １３時１４分 
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令和３年第３回置戸町議会定例会（第２号） 

 

令和３年６月１７日（木曜日） 

 

○議事日程 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

      （諸般の報告） 

  日程第 ２ 一般質問 

  日程第 ３ 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第 ４ 議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例 

  日程第 ５ 議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

  日程第 ６ 議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例 

  日程第 ７ 議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例                

  日程第 ８ 議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号） 

  日程第 ９ 議案第３３号 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号） 

  日程第１０ 議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について 

  日程第１１ 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について 

  日程第１２ 意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める要 

                望意見書 

  日程第１３ 意見書案第３号 地方財政の充実・強化に関する要望意見書 

  日程第１４ 意見書案第４号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「３０人以 

                下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた要望意 

                見書 

  日程第１５ 意見書案第５号 ２０２１年度北海道最低賃金改正等に関する要望意見書 

  日程第１６         議員の派遣について 

 

○会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 
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開会 ９時３０分 

 

     ◎開議宣告 

○岩藤議長 これから、本日の会議を開きます。 

                                   

    ◎日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○岩藤議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、置戸町議会会議規則第１２２条の規定によって６番 髙谷勲議員及び７番 嘉

藤均議員を指名します。 

                                   

    ◎諸般の報告 

○岩藤議長 これから諸般の報告をします。 

  事務局長から報告させます。 

  事務局長。 

○今西事務局長 本日、議会から提出された事件は次のとおりです。 

 ・意見書案第２号から第５号。 

 ・議員の派遣について。 

 本日の説明員は、前日配付した名簿のとおりです。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 報告を終わります。 

○岩藤議長 これで諸般の報告を終わります。 

                                   

    ◎日程第 ２ 一般質問 

○岩藤議長 日程第２ 一般質問を行います。 

  通告の順番に発言を許します。 

 ４番 佐藤勇治議員。 

〇４番 佐藤議員〔一般質問席〕 それでは町長に２問ほど質問させていただきます。 

 第１問は勝山郵便局の局舎の移転改築について質問いたします。続置戸町史によりますと、勝山郵

便局は大正４年貴田岡照見氏により開局されたと記されております。時は奇しくも置戸村が野付牛か

ら分村独立した年と重なり、今日まで１０４年の年齢を積み重ねており、この間局舎は大正８年、昭

和２５年と改築を重ね、現在の局舎は３度目の昭和４５年に改築し、今日までおおよそ５１年間が経

過し現在に至っております。規模は木造モルタル平屋建て、面積１８９平方メートル、およそ５７坪

となっておりますが、局舎の経年による老朽化に伴い、耐震化など早晩移転改築の時期に来ていると

聞いております。現局舎は個人の所有財産で、契約期間の期限切れも差し迫っており、地域にとって

は郵便局は非常に重要な、また大切な公共的なサービス機関であり、なくてはならないものでありま

す。 

 今後時間があまり残されてないなかで移転改築にあたり、どのような方向で検討されているのか。
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現在までの経緯と今後の移転改築にあたって、町としてどう取り組むのか町長のお考えを伺います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔登壇〕 皆さんおはようございます。本日もよろしくお願いいたします。 

 ただいま議員よりご質問のありました勝山郵便局の局舎の移転改築のご質問でございますが、昨年

町長に就任して間もなく、勝山郵便局長より現局舎の課題があり、札幌の日本郵便株式会社北海道支

社の施設担当とお伺いしたいというお話がありました。 

 ご質問のとおり、勝山郵便局は本町の発展の歴史のなかで、とりわけ勝山地区の郵便や金融機関と

して住民の重要な生活基盤として、さらには歴代の局長をはじめ職員のご努力もあり、地域住民の憩

いの場、心の拠り所であると勝山地区の皆様から伺っております。施設は開局以来建て替えや改修、

または機能面でも平成１４年には集配業務を置戸局への統合がなされ変遷を重ねてまいりました。 

 現在の局舎は昭和４５年に移転新築され５１年が経過し、老朽化が進んでいるとともに、耐震構造

にも対応されてないとお聞きしております。議員がおっしゃるとおり、この局舎は町外に転出された

元郵便局職員の個人所有物件であるということも伺っております。コロナ禍ではなかなか来町説明の

日程が取れませんでしたが、今年の２月札幌支社の担当者が来町し、正式ではないと前置きしながら

現在の勝山郵便局局舎の説明がありました。日本郵便では震災後に全国局舎の耐震化を図るために必

要に応じて改修工事を計画的に進めているが、勝山郵便局については所有者の同意が得られないこと

から耐震改修工事を断念したとの説明がありました。また、断念するにあたり、今後の方向性として

現在の利用人数や取扱件数などから、日本郵便による新築移転は難しいと考えているようで、担当者

からは次の３案が提案がありました。 

 １つ目は買い物など生活圏が置戸であるなら置戸郵便局へ統合という案でございました。２つ目は

地元で受ける方がいるのであれば ＡＴＭの設置はできないが、秋田の簡易郵便局のような簡易郵便局

に変更してはどうかと。３つ目には勝山地区の別の建物に間借りする形で賃貸として利用することは

できないだろうかとの、以上３つの案に今後ご検討いただきたいというお話でありました。 

 あくまでもこれは正式ではないという前置きがありますが、なお現局舎が使えなくなる時期につい

ては当初伺っておりました再来年、令和５年３月ということではなく、コロナの影響により会社内で

全国の耐震改修工事が大きく遅れており、今のところ現在の局舎の使用期限は未定となっているとの

ことでありました。 

 しかしながら先程議員おっしゃられましたように、賃貸をしているのであればその契約の期限とい

うのもあるのかもしれません。また、今後協議を行っていくにあたり、日本郵便としても決して廃止

を前提としているのではなく、地域と十分意向を尊重しながらこのことを進めていきたいということ

は確認をそのときしております。 

 この話を受け、３月２５日開催の勝山地区自治連の総会で、私の方から勝山地区の皆様にこれまで

の経過説明を行い、地域の皆さんと短い時間ではありましたが意見交換を行っております。そのなか

でも申し上げましたが、町といたしましても勝山地区の高齢化が進むなか、地域唯一の金融機関でも

ある郵便局の廃止や機能が低下することは生活に大きな影響をきたすことから、現在の勝山郵便局の

機能のまま残すように努力していきたい。具体的には現勝山公民館の改修も視野に、入居の可能性に

ついて勝山地区住民の皆さんと情報を共有して存続を図ってまいりたいというふうに考えております。 
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 日本郵便の方からも情報提供がありましたが、足寄町の芽登郵便局は昨年完成した集落センター内

に入居した、そんな事例もご紹介がありまして、町の方といたしましても調査を始めております。 

 いずれにいたしましても、今詳細の日程が決まっていないというなかで、勝山公民館に入居するた

めの物理的な条件や改修内容、入居してからの費用負担を含めた管理などを十分に検討しながら、こ

れから具体的に日本郵便と協議していかなければならないと思いますし、勝山公民館の機能を害する

ようなことのないような配慮も必要であろうと考えております。 

 以上議員、ご質問の日程等についてはまだ詳細なものがありませんが、準備は進めていかなければ

ならないというふうに認識をしておりますし、十分住民の方とも新しい情報が入れば共有をしながら

検討していきたいと思っております。 

〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 佐藤議員〔一般質問席〕 ２月の段階で会社側から非公式であるが３点の選択肢を迫られたと 

いうことであります。まぁそのなかで統合あるいは簡易郵便局に格下げすると。そういうことはちょ

っと考えにくいというか、地元としてはですね、まぁ地域としては置戸町としてでもあのこれはちょ

っと受け入れ難いものだと思っております。 

 そのなかで私の不確定な情報でありますけど、賃貸契約って言いますか、日本郵便との契約のなか

では現在の所有者との契約期限っていうのが令和５年の３月末というふうに伺っております。令和５

年の３月ということは来年いっぱいっていうことですね。来年度いっぱいということで、令和５年の

４月からは新しい局舎なり新しい建物のなかで業務を開始しなければならないと、そういう後ろの方

がある程度決まってる状況であると認識しております。 

 そんななかでどういった形でですね、存続し、町として地元と協議するかということが、これから

大きな課題になってくるわけでありますが、基本的には現在のサービス機能やあるいはサービスや機

能を低下させないで、現状のなかでなんとかですね、勝山郵便局が残ってもらう方策をですね、まぁ

そう時間はありませんので、なんとか早くですね、地域と合意形成を図りながら、あるいはすり合わ

せをしながらですね、早くその青写真を作ってですね、まぁ相手は日本郵便っていう相手もあること

ですから、そのことを含めてですね、スピード感をもって、やっぱりこの問題をですね、進めてもら

いたいと思います。 

 それがまぁ地域の願いではないかと思っております。そんななかでまぁ選択肢としては町長の方か

ら、今提案があったんですけど、既存の公共施設のなかで郵便局が入れないか、そういったことの改

修をして、まぁそういったことができないかということも大きな選択肢の一つだと思います。まぁ新

しい建物を建ててですね、町が建ててそれを賃貸するってことはちょっと不可能かなと思います。 

 ただ、現在の公民館、旧小学校ですね、勝山小学校をある程度まぁ改修してということと、今あの

法人が入ってる建物、まぁ以前の公民館も選択肢の一つではないかと思いますが、こちらの方はもう

すでに法人の会社が使っておりますんで、なかなか面倒かとは思いますけど、早くその辺のことをで

すね、選択肢としてですね、あの方向性を決めなければならないのではないかと思います。 

 また、地域の人の話ではですね、これはまぁ地域の一つの方向とはならないかと思いますが、体育

館あるんで、体育館も一つの改修のなかの方策の一つではないかと、体育館の改修もですね、それを

含めていることもあの地域のなかにはですね、考えている方もおられるようです。 
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 そんなことでですね、まぁとりあえずですね、使用期限はつけないということでありますけども、

所有者が一定程度契約の期限が迫ってるという、そういうなかでありますので、早くですね、地域と

話し合いを持ってですね、具体的にその青写真をですね、示すべきではないかと思います。で現状で

いけばですね、令和５年の４月からその新局舎での業務開始をするということになれば、令和４年度

のなかで来年度中にはですね、改修の工事を進めんきゃなんない。そしてそのためには今年度中には

まぁ実施設計を測って、ある程度地域と合意形成し、そういった流れのなかで、まぁ当然その日本郵

便ですか、会社の方といろいろその間に協議を重ねていかんきゃならない、そういうスケジュールに

なるんでないかと思いますが、その辺のですね、スピード感をもって、この問題については早くです

ね、方向性を示すべきだと思いますが、まぁ若干町長の最初の答弁と重なる部分はありますけど、こ

のなかで今後のスケジュールとして、町長の考えとしてあるものがあればですね、もう少し具体的に

示していただきたいと思います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔自席〕 このお話をいただいたときに、日本郵便の施設担当の方からお聞きしたときには、 

所有者の方につきましては改築に同意をされないということだったもんですから、その改築が先程言

いましたように令和５年３月３１日まで当初見込んでいたんですが、この会社の方針が少し延びてい

るので、それについては少し流動的な含みもあったお話をされております。もし、あのもう改築をし

ないで、まだ期限が延びるということであれば、現局舎をまだ利用しながらすることも可能性がある

のかなっていう含みはあるというふうに私は感じていました。 

 まぁあの議員言われるように、それにしても当所の耐震化はいつかは避けて通れない、役場の庁舎

も含めてこの課題でありますし、このことは早晩先延ばししてもいつかは訪れる話ですので、それに

は備えておかなければなりませんし、先程も申し上げましたとおり、芽登郵便局、私も日曜日行って

きました。中身の方は見れなかったんですけども立派な施設で、あのこの芽登地区でこんなに立派な

郵便局があるんだなっていうぐらい立派でした。それから想像つくのはやはり相当な費用かかってこ

の集落センターは改築されたんだなというふうには想像しておりました。 

 担当者の方からも足寄町の担当者の方に照会をして詳細図面等あの求めておりますが、なかなか料

金設定だとか、まぁ１回の照会では教えていただけないことも多々ありましたし、そのほかにも他自

治体でも公民館を改修して、コミュニティセンターを改修して、新築ではなくて移転したという例も、

郵政の方からもお示しがありましたので、そんなところも検討しながら移転改築に向けてはですね、

準備を進めていかなければなりませんし、日程的には先程契約の期限というキーワードも出てきてま

した。まぁその辺もあの日本郵便株式会社の方に照会をしながら、実際には契約切れになって満了に

なってしまうのかどうかも確認をしながら準備を進めてまいりたいと思います。 

〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 佐藤議員〔一般質問席〕 まぁあの、いずれにしろその所有者があって、またその上に所有者 

と契約する日本郵便があってということで、なかなか複雑な絡みになってるのがまぁ今の郵便局のあ

の実態だと思います。 

 そんななかでですね、まぁいずれにしろ、令和４年度の３月末までなのか、あるいはまだ少し延ば

せることができるのか、そのことをね、これからやっぱりしっかりとなんて言うんでしょうか、後ろ
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の方を目処をつけないと、こちらの方もなかなかあのどうするかっていう方向性も見えない部分もあ

ると思うんですよね。 

 先程言いましたように、まぁ公民館と併設するんであれば、当然公民館のどの部分を局舎として使

うか、あるいはそのさっき言ったとおり、体育館などを改修して使うのか、あるいは体育館の利用状

況もあると思うんですね、それで本当に地元が了解できるのかどうかということもありますし、そう

いうことを含めてですね、まぁ何らかの方向性だけはですね、早くですね、町長もそのように思って

ると思うんですが、その使用期限の末をどこに置くのか、置かれるのかっていうことだけはですね、

明解にやっぱり日本郵便にですね、晒してって言いますか、確認されて、まぁ相手もその建物の所有

者が、もう令和５年の３月末以降はもう契約しませんよと、使用は不可ですよって言ってしまえば、

まぁ日本郵便の方もですね、ちょっと困るっていうか、郵便業務がそこで滞ってしまいますんで、そ

この方をですね、早くやっぱり日本郵便と協議を進めて確認を取るべきだと思います。 

 そんななかでですね、やはりあの町としてもやっぱり窓口をどこに置くのか、係のですね、担当の

窓口はどこに置くのか、そして地域の窓口をどこに置いてもらうのか。例えば当然まぁ地域のことで

すので、地区の、勝山地区の連合会が窓口になってもらわないとならないと思いますけど、そういっ

たことを早くですね決めて、ロードマップを決めて、それで早急にですね、方向性だけは示して、勝

山の皆さんに示していただきたいなと思います。そのことを強く求めたいと思います。 

 まぁ町長の意見がありましたらお願いします。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔自席〕 議員のご心配も勝山地区の方々のご心配もごもっともだと思います。あの時間が 

なくて何も手を打てなくて廃止になるというような最悪の事態は避けなければなりません。郵便局、

日本郵便とどちらから口火を切るかということはあるんですけども、私の方からも積極的にあちらの

方に働きをかけ、情報を収集しながら先程を言われました勝山地区の皆様とも、どのように進めてい

くかということを慎重に考えながら、この案件については取り組んでまいりたいと思います。 

〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 佐藤議員〔一般質問席〕 ぜひ早急にですね、方向性を示していただきたいと思います。 

 それでは２点目の質問に移らさせていただきます。新型コロナワクチン接種状況と今後の接種計画

について伺います。 

 第４波の感染が全国で蔓延するなか、政府は６５歳以上の高齢者向け新型コロナワクチン接種を優

先的に全国各自治体に指示し、７月末までには高齢者の２回の接種が完了するよう要請しております。 

 本町におきましても置戸赤十字病院の全面的な協力により、通常診療の合間を縫って医療従事者を

最優先に、高齢者など介護施設あるいは６５歳以上の高齢者などを順次ワクチン接種が当初予定より

前倒しで順調に接種が進んでいると聞き及んでおります。 

 国は７月末までは希望するすべての高齢者の接種が完了し、以後残された１６歳以上の一般対象者

に接種を拡大しようとしておりますが、本町において直近までの接種の進捗状況について、進捗状況

と今後の接種計画について伺います。 

 具体的には１点目としては、対象とされる医療従事者あるいは介護施設の入居者、職員など希望者

の２回目はすべて完了してるかどうか。この総数と接種率ですね、完了していれば１００％というこ
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とになるかと思いますが、この総数と接種率。 

 ２点目は６５歳以上の接種対象者の数と、すでに１回目の完了はほぼ終わってると聞いております

けど、１回目の完了の接種率、同じ６５歳以上の２回目の完了の接種率はどの程度なのか、この点２

点目伺います。 

 それから３点目につきましては６４歳から１６歳以上の対象者の総数と接種計画、いわゆるロード

マップと言いますか、これはどのように今取り組まれているのか、すでに接種券は配送されたという

ことで聞いております。 

 ４点目は本町の最終的な接種の完了はいつ頃を見込んでいるのか。なかなか難しいことかもしれま

せんが、いずれにしろ最終目標っていうのは掲げて実施してると思いますんで、今の段階でですね、

まぁ動くことはあると思いますが、今の段階での我が町の最終接種完了はいつ頃を見込んでいるのか。

この点についてそれぞれ伺いたいと思います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔登壇〕 新型コロナワクチン接種状況と今後の接種計画についてのご質問でございます。 

本町ではこれまで国の通知に基づいて新型コロナウイルスワクチン接種の準備を進めてまいりました

し、実施してきております。地元の医療機関でもあります置戸赤十字病院の全面協力のもと、一般町

民につきましては中央公民館を会場に、福祉施設につきましてはそれぞれの施設を巡回しての接種を

行うこととし、国からのワクチンの供給日程が確定した４月７日に６５歳以上の高齢者を対象に接種

券を送付しております。 

 福祉施設への巡回接種を５月６日、中央公民館での集団接種を５月１１日から開始し、管内では最

も早いグループでの接種となってございます。当初計画ではワクチン供給量等の関係から、高齢者の

接種完了は８月中旬のお盆明け、その後順次基礎疾患者、一般接種と移行し、１２月中の完了計画と

しておりましたが、新聞報道でもご承知のとおり、４月末に全国一斉にワクチン供給確保と高齢者接

種の７月完了について政府より強い要請がありました。また、５月末には厚労省専門分科会の方から

接種対象年齢を１６歳から１２歳への変更などがあり、今後の接種対応については日赤病院と都度協

議をし、現在は接種の加速化を図りながら実施しております。今月末には一般の接種を実施できる予

定でございます。 

 まずご質問の１番目、医療従事者の接種の状況でございますが、医療従事者は先行接種をしており、

日赤病院職員６７名を対象に２回接種完了しております。また、福祉施設職員及び消防職員につきま

しては６５歳以上の高齢者接種に合わせ実施しており、消防職員につきましては１５名全員が２回接

種を完了し、介護福祉施設職員６１名ですが、入所者と合わせての計画的な巡回接種を行っているこ

とから、２回目の接種完了最終は７月２１日と見込んでおります。 

 次に６５歳以上の高齢者に対する接種の状況でございますが、今週火曜日の６月１５日に終了時点

で予約状況は対象者１，２２３名に対し１，１０５名。予約率としては９０．３%となっておりますが、

申し込みのない方で町外での長期入院者やかかりつけ医での接種を行っている方がこのなかには相当

いるかと考えております。 

 接種は集団接種と巡回接種を合わせ、１回目の接種を終えた方は１，００７名、接種率は予約者に

対して９１．１%となっております。また、２回目が今盛んに打たれておりますが、２回目の接種を終
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えた方は３９２名、接種率は予約者に対して３５．５%となっております。現在中央公民館会場では１

日１００名を目処に接種を行っており、高齢者接種は順調に進むと７月２日に予約者の２回接種が終

了する予定となっております。なお、福祉施設では利用者と職員を合わせた接種を行っていることか

ら、先程福祉職員と同様に全対象者の２回接種が完了するのは少し遅れ、７月２１日となっておりま

す。 

 次に６４歳以下の接種状況ですが、ワクチン供給の目処がついたことから、６月５日に１３歳以上

の対象者１，１０５名に対し接種券を送付しております。また、６月７日からは５５歳以上の基礎疾

患のある方への予約受付を開始、６月１４日からは全対象者への予約受付を拡大しております。 

 接種日程でございますけども、初回は６月２９日からとし、日赤病院の１日の接種人数を増やして

おりまして、最終的には接種希望者全員の２回接種を終了する予定はお盆前の８月１０日までに完了

するよう計画を組み直しております。 

 ワクチン接種に係る対象年齢の引き下げなど、国の方針がここに来てもなお動きがあることから情

報収集に努め、町民の皆様に不安を与えることのないように迅速に対応しております。町外の方から

私先月こう言われました。「置戸はワクチン接種が進んでいいですね、田舎だから」と言われました。

それは褒め言葉なのか、嬉しい言葉なのか分かりませんが、それほど置戸日赤の協力を得て置戸町の

ワクチン接種はスムーズに進んでいるんだなというふうに自覚しております。本当に関係者の皆様の

ご協力に感謝申し上げているところでございます。 

 最後に今回のワクチン接種を契機に、町民の皆様にこれまでの日常がいち早く戻り、安心して生活

を送ることができるようになることを願っております。 

〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 佐藤議員〔一般質問席〕 今、詳しい数字を挙げていただきました。そんななかでですね、高 

齢者の分については全体で１回目で終了したのがもう９１．１%であると。２回目も３９．５%ですか、

これだけまぁあの進んでるというお話がありました。これからまぁ６４歳以下１６歳までの対象者に

進むわけでありますけど、いずれにしろ、今町長が言われたとおり地元に公的な医療機関があったと

いうことと、それから職員の皆さんも一生懸命これらに対してですね、寝起きを忘れて頑張ったんだ

と思います。 

 そんなことでですね、ぜひあの接種率を高めていただいて、目標とするところは８月ですね、８月

のお盆前までにはもうすべて終了したいという、まぁ猛烈なスピードだと思うんですね。まぁ多分に

人口も少ない、対象者も少ないからそういうこともあるのかもしれませんが、いずれにしろ医療機関

の協力、それから職員の頑張り、そういったことで地域の皆さん方もですね、一生懸命協力してくれ

てこういったまぁ接種率になったと思います。大変喜ばしいことだと思います。 

 それで、あの再質問になりますけど、今一番その住民の人が心配してるのは接種後の副反応や体調

不良のことです。で、今回ですね、今までやったなかでですね、まぁ大きなその体調不良だとか副反

応がですね、あったのかどうか。多少はその腕が痛いとか、上がらないとか、熱が出たとか、そうい

う方はですね、おられるようですけど、極端にですね、入院したりとか、そういう体調不良者がいた

のかどうか、わかる範囲で結構ですけど、まぁその有無について示していただきたいと思います。 

 それから、あの２点目はあの当日ですね、なんらかの理由でですね、接種をキャンセルすることが
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ですね、キャンセルせざるを得ないという人がですね、まぁこれは全国的にどこもそうなんですがあ

るわけですが、そのような場合にですね、当然キャンセルが出るのは当然なんですが、具体的なです

ね、出た場合の、キャンセルが出た場合の具体的なルールとか、あるいはですね、予備登録など、そ

ういったことですね、設けているのかどうか、その点が２点目と、それから３点目は１６歳から６４

歳までの接種の対象者のなかにはですね、当然昼間はですね、日中はまぁ仕事や学校などは平日は接

種の対応ができない人もいるわけですが、その人のためにですね、土曜日、日曜日あるいは夜間の対

応は必要ではないかと思いますが、これらの対応についてどのように考えてるのか、また対応しよう

としてるのか、その辺についてお示ししていただきたいと思います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔自席〕 まず、１点目の副反応や体調不良者の発生の有無でございます。基本的にはあの 

高齢者接種が先行して行ってきておりますので、今まで接種を行ってきたなかでは、現時点で新聞報

道にもありますようにアナフィラキシー症候群症状や体調不良を訴える接種者はおりません。ですが、

接種後少し時間が経過したあとに発熱・倦怠感・頭痛などの症状を訴えている方はおられるようでご

ざいまして、その方につきましては高齢者よりもこの高齢者接種のときに若い人、職員や、それから

医療従事者、それから消防職員のなかで若い人を中心にそのような症状が出てきているのが顕著にな

っております。その比率、数字等は統計を取っておりませんが、あの２回接種の方で相当訴えがある

という現実もございます。 

 続きましてキャンセルの対応でございますが、今までの高齢者接種のなかではデイサービス職員、

それからワクチン接種会場に従事している町職員を中心にドタキャン、キャンセルについて対応して

ワクチンの廃棄のないように接種を行ってきております。今後始まります６４歳以下の接種時には、

希望者はそれぞれ接種日が振り分けされておりますが、申し込み時にいつでも可能とした人のなかか

らキャンセルに対応していきたいと思いますし、それでも穴が開くような場合は職員のなかでも対応

を、いつでも対応が可能だという人を対象にワクチンのロスのないように図ってまいりたいと思いま

すが、役場の内部でもですね、先程申し上げましたとおり、発熱対応、それからあの若干職務に支障

をきたすような事例も散見されまして、総務課の方から接種の日程については分散を図っていただき

たいということを言っておりますので、まぁワクチンのロスのないように、そして効率的な接種がで

きるように、これからも工夫しながら、あの接種を進めてまいりたいと思います。 

 土・日の対応につきましては、議員ご指摘のとおり勤労者や生徒など、接種が平日難しい方の対応

といたしまして、７月１８日日曜日を１回目、８月７日土曜日を２回目、この１セットとして３００

人の枠を確保して日赤病院と実施計画を組んでおります。 

 しかしながら、現在の一般の方の予約状況の傾向といたしましても、やはり早い日程から予約され

る状況で、この土・日の枠はまだ埋まっておりません。また高齢者の方に比べて接種申し込みが低調

でありますので、７月１日号のまちのお知らせ等で、再度このワクチン接種について周知を図ってま

いりたいと考えております。 

〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 佐藤議員〔一般質問席〕 まぁ１点目の大きななんて言うんですか、健康被害って言いますか、 

体調不良とかそういうのは出てないっていうことで、まぁ軽微な部分については頭痛が出たり、発熱



 35

したり、まぁそういった方がまぁ２回目に多いということがわかりました。今後対象者が若い方に移

るわけですが、まぁ今後どうなるのか。その推移はですね、見守っていきたいと思います。 

 それからキャンセルの場合についてもですね、まぁできるだけ無駄にならないように、まぁ町職員

等が対応していきたいということで、まぁぜひその辺についてはですね、迅速に対応していただきた

いと思います。 

 あと、その土曜日・日曜日あるいは夜間の対応なんですが、夜間は基本的にはなかなか難しいかな

とは思いますけど、この７月１８日と８月７日、まぁ２日間で３００人を対象とするということです

が、これだけで２日間でできるかどうか。ちょっとある程度ほかの土・日ですね、予備日も必要では

ないかと思いますけども、ぜひこういった方々にですね、利便をですね、まぁ日赤さんといろいろ話

し合いしながら、あの進めていかんきゃならないと思うんですが、ぜひそのこともですね、視野に入

れて進めていただきたいと思います。 

 それで最後になりますか、再々質問ということになろうかと思いますけど、まぁ１６歳以下の、い

わゆる年齢を下げてっていうことが、まぁあの町のホームページにも１２歳からということが載って

おります。で、政府もですね、国の方も１２歳から順次高齢者っていうか、対象者が終わったら順に

１２歳からもっていう話が出ておりますけど、これらについてはですね、一定程度小学生の高学年あ

るいは中学校のまぁ中学生ですね、そういった義務教育のですね、児童生徒が対象になろうかと思い

ます。この場合ですね、今あの詳しいことは承知してませんが、まぁ一定程度保護者の承認が必要だ

っていうことが言われてます。そういうことでですね、これらついて具体的にそのように進めてるの

かどうか。積極的にですね、こういったものを進めているのかどうか。それと、いずれにしろこの対

象者は学校、小学校、中学校というか、学校が対象になりますんで、児童生徒が対象になりますんで、

まぁ学校でのですね、集団接種をやるのかやらないのか。まぁ従来どおり中央公民館に生徒をスクー

ルバス等で連れてきてやるのか、その辺ですね、その学校での集団接種の有無についてちょっと考え

てることがあれば示してほしいと思います。 

 で、全国的にはですね、これら対象児童生徒の接種はですね、慎重を期すべきであるという、その

住民や保護者の声が一部はあるようです、自治体によってはね。ですから確かにまぁ予防接種ですの

で、これらの子どもたちに打つことも大切なのかもしれませんが、保護者にとってはですね、本当に

大丈夫なのかなっていう不安を持ってる方もおられると思うんで、その辺のことはですね、慎重に進

めなければならないと思いますが、まぁ以上言ったことについてですね、あの再々質問になろうかと

思いますけど、これらについて町長の考えを伺いたいと思います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔自席〕 まぁ議員のお話のとおり、６月１日付けで国からの、この接種対象年齢の拡大の 

通知を受けて、本町では６４名このような方がおられます。接種券をすでに送付しておりますが、先

程議員からも全国の新聞報道のなかでも慎重な対応が求められるという意見も保護者から寄せられて

いるという話もございます。 

 本町では、基本的にはこの対象年齢の方の接種につきましては保護者の同意が必要です。それから

接種につきましても同伴が原則となってございますが、まぁ学校での集団接種も脳裏をよぎったんで

すが、その後の新聞報道を見て、やはり慎重にしなければならないということと、学校現場で打った
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打たないが、それが生徒同士で話題になってもこれは困るということも担当の方からと協議をいたし

まして、この対象年齢の接種も中央公民館での集団接種のなかで実施をしてまいりたいと思います。

これはもちろん本人のプライバシー、保護者のプライバシーを確保するという意味への配慮でござい

まして、６４歳以下の接種と同時に行ってまいりたいと思います。 

 なお、ちょっと質問とはずれますが、高校生の接種についても課題となっておりました。置戸のも

ちろん在住している、元々置戸にいる方は接種券が配布されておりますが、本町は置戸高校が全道か

ら寮生活を行っております。住民票を置いてる方、それから前親元のところに置いてる方、接種券が

届いてない方もおられます。この方の対応については、接種券がそこの住所地であるところで発行さ

れなければ、なかなか接種が一斉にはできないということもありまして、今後この状況を見ながら再

度日赤と協議しながら、やりやすい方向で接種を図っていきたいと思います。 

 なお、今回の集団接種以降の接種希望者、もしもこの時期を逃したけれども、日程が合わなかった、

体調不良であった、そのような方の取り扱いにつきましては、国の指針を待って今後赤十字病院と協

議をしてまいりたいと思います。 

 現段階では６５歳以下の接種率は８０%、高齢者を合わせた全体では８５%の計画で、本町では接種

計画を組んでおりますが、もちろんそれ以上の接種ワクチンも確保の目処が立っておりますので、接

種したくてもできないというようなことはありませんのでご安心いただきたいと思います。 

〇岩藤議長 ４番。 

〇４番 佐藤議員〔一般質問席〕 私も高齢者の部類に入りまして、６５歳以上ですね、それで第１回 

目が６月１日に終わらせまして、２回目が２３日ですね、なっておりますので、まぁあの実際自分が

２回打ってもらって体調の変化だとか、その状況はどうかということは自分自身が体験してみないと

分からんことですが、いずれにしろですね、新型コロナをですね、なんとかワクチンで止められるこ

とがあるのであればですね、本当に町民の皆さんの健康を守るという意味からも早くですね、このワ

クチン接種を完了していただいてですね、町民の安心・安全な、そして通常の活動って言いますか、

社会活動ができるよう願いまして、またあと日赤、それからまぁ役場の担当の方含めてですね、今日

までですね、大変なご努力があったと思うんですが、それに感謝いたしまして、私の方からの一般質

問はこれで終了させていただきます。 

〇岩藤議長 ７番 嘉藤均議員。 

〇７番 嘉藤議員〔一般質問席〕 それでは通告にしたがいまして町長に質問をしたいと思います。 

 置戸町長に就任して１年取り組んできたことと、今の心境ということであります。昨年の５月の置

戸町長選挙において、第２０代の置戸町長に就任された深川町長においてはまだ１年ということでは

ありますが、取り組んできたことと、今の心境とはということで質問をいたします。 

 昨年の町長選挙にあたり町民の皆様に多くの公約を掲げ、多くの信任をいただき町長の職に就かれ

てまいりましたが、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、日本でも緊急事態宣言の発出が

あり、大きくは東京オリンピックの延期や各種行事・催し物の中止・自粛となり、置戸町においても

同様にいろいろなことが中止や自粛をせざるを得ない状況に陥りました。 

 そして２年目に入った現在でも、２度目の緊急事態宣言の真っ只中であります。本来ですと多くの

町民の皆様とお話をされて熱くまちづくりを進めているところでとは思いますが、コロナウイルスの
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感染拡大防止や疲弊した飲食店や商店街、事業所へのてこ入れ策に優先を置かざるを得ない状況があ

りました。就任間もない深川町長には大きな試練のように感じるところでございますが、そんななか

でもいろいろと取り組まれた１年だったと思いますが、その取り組みの内容、そして今の心境、今後

の熱い想いをお聞かせいただきたいと思います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔登壇〕 就任１年を振り返ってというご質問だと思います。まぁあの思いを語っていただ 

きたいということで配慮いただいたのかなと思います。昨年２０年ぶりの町長選挙を経て、６月１０

日に町長に就任して早や１年が過ぎました。 

 昨年２月の北見市のクラスターの発生以来、コロナウイルス感染症が本町においても現実的な脅威

となり、経済を含めて町民の皆様の日常生活の制限が余儀なくされてきた１年でもあります。夏まつ

りをはじめ、各種イベントの中止、書面会議、不要不急という言葉が普通となり、葬儀は家族葬、賑

やかな場、大勢での飲食の楽しさも私自身も含めて町民の皆様は忘れつつあるのではないかと不安な

一面もあります。そしてマスクは必需品となった激動の１年であります。 

 現在も先月発令の北海道の緊急事態宣言により、本町の公共施設の利用休止やご不便をかけており

ますが、先程質問でもありましたが、ワクチンの接種は順調に進んでおり、本町においても希望の光

が見えてきております。 

 昨日の報道でも２０日をもって北海道の緊急事態宣言は解除の方向で検討がされており、オホーツ

ク管内の発生も低減していることから、明日本町の本部対策会議を開催し、置戸町の方針を決定して

いきたいと考えております。 

 さて、就任１年を振り返ってというご質問です。就任前も役場職員として役場の仕事、地方自治に

携わってきたつもりでありましたし、近年は総務課長として前井上町長らの三役、それから幹部職員

の町政に取り組む姿勢を間近で見る機会もあり、町長の任務や責任はある程度わかっていたつもりで

ありますが、やると見るとは大違いということが多々あります。同じようにできるとは思っていませ

んが、私はまちづくりは多くの町民の皆様と会合や行事を通じて語り合うことからと思っておりまし

た。コロナ禍でなかなか現実に実現できておりません。しかし、出張なども少なくなって在庁が多く、

町長室もあけっぱなしで訪問される方も増えてきております。そのなかでいろいろなお話ができるよ

うになってきました。また、それが私の今の元気のもととなっていることも事実であります。間もな

くコロナの行動制限が緩和、そして解除されれば行動力を持って積極的に新しいまちづくりに皆さん

と意見を交わしながら、まちづくりを進めてまいりたいと思います。 

 昨年選挙公約でまちづくりは人づくりを掲げて当選させていただきました。ある方からは具体的に

は何するのと問われたこともありました。今でも私自身これが人づくりですと胸を張れることはあり

ませんが、人間は誰しも幸せに暮らしたいと願います。不幸なことに見舞われた方はなおさらです。

そして自分一人幸せならいいという方もいるかもしれませんが、多くの方は社会全体が安心して不安

のない、そして家族も近所の方も笑顔で暮らすのが良いまち、良い時代だということだと思っており

ます。 

 温故知新、古きを尋ね新しきを知るということわざのとおり、置戸の人・歴史に学び、その先の未

来を開いていくことは重要なことだと考えています。人づくりは知識を深めるだけではなくて、人々



 38

の考え方を変えることだという信念で、まちづくりは人づくりと訴えてまいりました。これを実現す

る大きな要因は熱意と感動、そしてそのことが人々の元気ややる気、明日への活力を生むものだと思

っております。そして、その感動は自分一人で実現するものではなく、感動する人、させる人があっ

て作られるものだろうと思います。私はそれを基本に据え、人づくりを体現したいと思っております。 

 昨年就任後、課長をはじめ全職員の面接を三役・総務課長で行いました。職員各自のそれぞれの意

見を聞くことが主でございますが、その際若い職員に対しては町内会や文化活動など、何でもいい、

積極的に参加してほしいとお願いをいたしもしました。 

 先日若い職員が自分の住宅周りだけではなく、数人で単身者住宅の草刈りをしていたのを聞き、ま

た人事異動で新たな部署に配属の若い職員は、ある案件で堂々と私に公平性が保てませんと直言を受

けて正直驚いております。１年経って小さな感動かもしれませんが嬉しく思い、先日課長会議でこれ

を伝え、着実に若い職員は成長していると、若い職員を上手に育てていただきたいと、改めて全課長

に訓示したところであります。 

 私は職員の育成はまちづくりの大きな第一歩だと確信しております。外部からの知識の習得も大事

ですが、多くの町民の皆様との会話を交わす中で得る知識や経験も大きな人づくりで、役場で事務を

取るだけでなく、出来る限り現場や町民のいる場所に出向いて行かせたいと思っております。その際

職員を育てるのは町民の皆さんであり、文句もあろうかと思いますが、各議員はじめ、その際にはぜ

ひご協力いただきたいと思いますし、積極的に迎え入れていただきたいと思います。 

 私の役場の人材育成の本質は任用だと思っております。職員をできるだけ知り、その適性を見抜き、

それを用いてそれに任せる。そして自ら考え、勇気を持って実行し、喜ばしいことは褒め、失敗すれ

ば上司が責任を取るという組織を実践したいと考えております。 

 さて、１年間政策ではコロナ対策を最優先で進めてまいりました。コロナで廃業ということが起き

ないようということも昨年申し上げていましたが、このことは本当に皆さんの、町民の皆様の努力も

あり実現しております。支援対策を細かく実施し、その交付金を活用しながら光ファイバー網の整備

や勝山温泉ゆぅゆのトレーラーハウス、ＧＩＧＡスクール対応の学校の学習環境整備、商工会ラポラ

カードの導入、アフターコロナへの対策も進めることができました。 

 ２年目には児童館建設に向けた検討や老人福祉施設の指定管理の継続、特別養護老人ホームの改修

計画の策定など、昨年表明した５つのテーマを、私の公約を着実に進めてまいりたいと思っておりま

す。本年度元気だすべぇ事業の創設により、起業・移住の促進、森と住まいの支援事業や住宅改修、

空き家活用制度の見直し、定住対策や住宅の流動化促進を積極的に行っており、町外からの移住・定

住の問い合わせも増加しております。４月には２人しか採用できませんでしたが、今回の報酬アップ

条例の条例改正を経て地域協力隊員の再募集を図り、また第１弾のふるさと納税返礼品の導入など地

域活性化を進めてまいりたいと思います。 

 私も若い職員に負けないよう町民の皆様が集まる場所で前町長のように機転の効いた冗談の一つも

言えるようになりたいと思います。 

 最後にこの場をお借りして、先日井上久男名誉町民が卓越した手腕での地方自治のご功績が認めら

れて、春の叙勲において旭日小綬章を受章されました。町民を代表いたしまして心からお喜び申し上

げますとともに、長年のご労苦に対しまして、後輩の１人といたしまして深く感謝申し上げます。 
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 以上お答えになってないかもしれませんが、１年間を振り返って初心忘れるべからず、２年目に向

けて決意の一端を述べさせていただきました。以上です。 

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 嘉藤議員〔一般質問席〕 今１年間を振り返ってということで答弁をいただきました。今、最 

後になりましたけれども、井上前町長が表彰を受けたということで、私の方からもお祝いを申し上げ

たいと思いますし、町民の皆様とお祝いをしたいという思いであります。 

 まぁ、あの１年経ちました。本当は今日はクールビズということでネクタイをしなくてもいい状況

でありますけれども、深川町長に至っては昨年していたと思いますけれども、緑色のネクタイを締め

てですね、心、心機一転と言いますか、そんな思いでこの議会、町政に臨んでいるのかなというふう

に感じておりますし、まぁまぁ、あの職員の面談ですか、それについても私は全員ということで、こ

れすばらしいことだなと。これ１回に限らずね、何回も続けていっていただきたいというふうに考え

ますし、まぁ先程総務課長のときと立場は変わってというお話もありました。さすがにあの町長とい

う重責は大きなものがあるのかなっていうふうに感じておりますけども、その辺あの職員時代と比べ

て今の重さを感じながらやってるということではありますけども、その辺の気持ちの持ち方と言いま

すか、自分の力の出し方というか、その辺町長になっての新たな思いというか、その辺をお聞かせい

ただきたいというふうに思います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔自席〕 あの、ちょっと熱が入りすぎて長くなってしまって申し訳ありませんが、私はや 

はり前町長からも言われました。１年でなかなか成そうとしてもなりません。しかし、長期的な目で

見て、政策は考えていかなければならないという目も養わないとだめだよということも最近分かるよ

うになってきています。 

 しかしながら、やはりこの町長という職は４年の任期でございます。この４年の任期のなかでどれ

だけ実績・成果を残すことがこの行政の推進だと思っておりますので、私は思いだけではなくて、実

行を伴った町政を運営していきたいと思いますし、またいろいろなことにチャレンジをして、失敗も

あるかもしれません。そのときには率直に責任も取りますし、謝りもいたします。そしてそれを恐れ

ず、新しく置戸のまちづくりを進めていく覚悟で取り組んでまいりたいと思いますので、どうぞ町民

の皆様、議員の皆様、よろしくお願いいたしたいと思います。 

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 嘉藤議員〔一般質問席〕 本当に決意も新たにと言いますか、大変心強いものがあるのかなと 

いうふうに感じておりますけども、最近町長はこの広報にもですね、最後のページの方にまちづくり

月記ということで書いてあります。これらについても積極的な取り組みというか、町民との対話をし

たいということを十分に考えての行動かなというふうに考えておりますので、今後ますますコロナが

終わったあと、実は私もこの議員にさせていただいてから今１３年目に入りましたけども、支援者と

ずっとこう報告会あるいは語る集いということで、毎年のように１３年間続けてきました。ただし、

今年においてはコロナということで、それもやむなく中断せざるを得ないというような状況でありま

した。まぁ本来であれば深川町長においても新春の集いとか、そういう形で町民の皆様と懇談をして

ですね、次のまちづくりを考えていく時期が、機会があったんではないかなというふうに思いますけ
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ども、本当にコロナを克服しないとですね、そういうことも実際にはできないというふうに思ってお

ります。なんとかそのコロナを収束させてですね、また新しいまちづくりにがんばっていただきたい

と思いますので、再度こう思いと言いますか、熱い気持ちと言いますか、その辺を町民にお聞かせを

いただいて私の質問を終わりたいと思いますけどよろしくお願いします。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔自席〕 先程最初の答弁の中で申し上げましたとおり、人を動かすのは感動と熱意だとい 

うことを申し上げさせていただきました。 

 昨日企画財政の方で、広報の方で、置戸高校のプロモーションのＹｏｕ Ｔｕｂｅができたから見

てくださいっていうことで、昨年のＹｏｕ Ｔｕｂｅも見ていたんですけども、今年のは本当にドラ

マ仕立て、高校生１人がそのなかで介護福祉士の試験を受ける場面が出てきます。まぁ、あのうるっ

となるほど感動的な映像で、まぁ以前も議会の方で、この置戸高校の対策についても力を入れるため

には今までのやり方とは違う方法をとらなければならないというご意見もいただきました。やはり生

徒が主体の高校、そして置戸にとって大事な高校ということをアピールする意味でも、いいＹｏｕ Ｔ

ｕｂｅができたと思いますので、まもなくアップされる予定ですので、ぜひ皆様もその機会があれば

ご覧いただきたいと思いますし、それに負けないように感動を持って町政を取り組んでいきたいと思

います。 

〇岩藤議長 ７番。 

〇７番 嘉藤議員〔一般質問席〕 以上で私の質問を終わります。 

〇岩藤議長 ここでしばらく休憩します。１１時から再開いたします。 

                          

休憩 １０時４３分 

再開 １１時００分 

                          

〇岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続けます。 

 ２番 小林満議員。 

〇２番 小林議員〔一般質問席〕 通告にしたがいまして町長に質問をしたいというふうに思います。 

 過疎地支援制度の活用についてでございますが、国は２０２０年に過疎地域などの人材確保を後押

しする特定地域づくり事業推進法が施行され、複数の事業を組み合わせてマルチワーカーとして働い

てもらう制度が動き出しています。全国で８８市町村がこの制度を今使っております。 

 この制度は組合を作り、組合で職員を採用し、季節ごとに異なる職場で働くのが今回の制度でござ

います。事務局の運営と１人１年間４００万円を上限とする派遣の人件費の半分を国と市町村で助成

する。残り半分は派遣を受けた事業者の利用料で賄うというふうになっております。総務省は都市部

からの移住者のほか、地域おこし協力隊の任務を終えた人や地元の若者など、協同組合の職員として

想定していると言われております。 

 地域の企業者は今この不景気のなかでも人材不足と言われている点が非常に多くあるというふうに

思います。地元の商工会、農協、林業団体、福祉団体等に大きな枠のなかで協議をしていただき、置

戸の地域のニーズに合った人材を確保すべきと思うが、定住や移住が可能であれば検討すべきと考え
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ますが、町長の考え方をお伺いいたします。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔登壇〕 ただいまのご質問は過疎地の支援制度の活用についてのご質問でございます。 

 昨年１０月に実施の令和２年度国勢調査の速報値が今年発表になり、北海道の総人口は５，２２９，

０００人、前回調査の２７年度に比べ、北海道全体でも１５３，０００人、率にして２．８%の減少と

なりました。 

 札幌市をはじめ周辺の市部の一部の人口を伸ばす傾向があります一方で、ほかの市では軒並み人口

減少が進んでいる状況で、依然として道内でも札幌・道央圏を中心とした一極集中が進んでいるとと

もに、日本全体でも減少になっており、まさに人口減少社会の到来だと認識しております。 

 オホーツク管内の市町村の状況では、すべての自治体で人口減少が続いており、本町は減少率１０．

２%で、管内では津別町、滝上町、湧別町に次ぐ４番目の減少率となっております。減少率では道内１

７９自治体の中５４位となっており、前々回の国勢調査の減少率９．８%よりも増加しております。  

 本町ではこの５年間で３１６人、１年間にして約６０人ずつ減少した結果となってございます。現

在国調の人口とは異なりますが、先月末の本町の人口は２，７４６人で、このペースで減少が続けば、

一昨年策定しました第６次総合計画人口推計通り、１０年後には２，２００人を割り込んで、目標の

２，５００人の数値は絵に描いた餅とならないよう、町外からの移住を図っていかなければ目標達成

は困難であると考えております。 

 議員ご指摘のとおり、人口減少は一次産業に限らず、さまざまな産業で活動の停滞や存続を危うく

させます。また、町民の生活自体にも大きな影響を及ぼし、町の活力が徐々に失われていくことが容

易に想像ができます。コロナ禍において在宅勤務が余儀なくされ、その結果、その環境が整えば農村

部でのテレワークが可能となり、我が町もチャンスと考えておりますが、これとて一部の職種や大手

の企業に限られているのも現実でございます。 

 先日、ハローワークのホームページの方を私は見ましたけども、置戸町の求人は４０職以上の求人

が掲載されておりまして、３か月前にも増して増えております。明らかに人材不足が顕著となってき

ておりますし、そのことは本町はじめ過疎地域における共通の課題で、深刻であるのは間違いない事

実であります。 

 議員からのご質問にもありましたが、国では人口急減地域特定地域づくり推進法を制定し、特に一

次産業現場における人材の確保や育成、地域社会の維持や活性化に寄与する地域の担い手を確保する

仕組みを支援する制度を立ち上げております。 

 この制度を本町で考えますと、農業・林業・製材業・運送業など、事業者または介護事業・飲食事

業者など、各事業者が特定地域づくり事業協同組合を組織して、そこに移住を希望する都市部の若者

を地域おこし協力隊として任期を終えた隊員など、派遣職員として雇用し、アフター地域協力隊とい

うようなことも含めた事業プランとなっております。これがいろいろな職種を超えてマルチワーカー

として地域で活躍することが、その地域の活性化や維持に繋がるというもので注目しております。 

 一事業者では年間を通じた仕事がないなど不安定な雇用となっている現実もありますが、この制度

を利用することで、年間を通じて仕事を創出し、安定的な雇用環境や一定の給与水準を確保すること

ができる上、運営経費の一部は交付税措置により町の財源となるといったメリットもあることから、
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うまくマッチングが可能であれば移住・定住にはもちろん、地域活性化にも大きな期待が寄せられる

制度だと考えております。 

 先程議員がおっしゃいましたように、海士町や本道では下川町で採用されているというお話も聞い

ております。置戸町も積極的にこの制度に研究をしながら進めてまいりたいと考えておりますが、ま

ず最初には今年度地域協力隊を募集してなかなかまだ集まっておりません。こちらの方に力点を入れ

ながら進めてまいたいと思いますので、ご理解賜りたいと思います。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 小林議員〔一般質問席〕 まぁ、あの今町長が言ったように非常にこう、あの各団体がですね、 

人材確保のために非常にこう努力しているということが多くありますけども、とりわけ林業の関係で

もですね、今伐採の方については機械化が進んで非常にいいんですが、造林をしたくてもですね、や

っぱり今皆伐って４年も５年も待たんきゃならんと。そうなるといきおい人を入れなきゃならないと。

一部ではあの海外からの外人の部隊を入れようかということでいろいろ検討してるんですが、全国連

とか道木連も、今あの会員を募集と。その会員を募集するにあたってもですね、今からのその組合に

加入しないとだめだよと。加入するためには今２０万円とかって言ってましたね。で、研修するその

指導者の研修も当然年に何回か東京で行われると。で、その指導者の研修が終わった段階で、まぁど

っから来るか分かりませんけど、海外から外人を入れてですね、林業に使うようになると、ただ製材

工場はなんかだめなそうです。それも今あの全木連の方でですね、もうちょっとこう林業・製材業か

らあの造材からそういうものにですね、幅広くできないのかということで１級とか２級とか、そうい

う資格を取ったらですね、３年間から５年間に移行するっていうような制度も今作るそうです。まだ

まだ外人を雇うとなると、いろんな言葉の障害とか、あるいは住宅の確保とかって、いろいろと面倒

な部分もすごくあるというふうに聞いてます。 

 そんななかでですね、やっぱりある程度地域にあったあの日本人の、まぁ日本人のったら語弊あり

ますけども、全国からそういう人をですね、集めて各地にこう派遣して、そしてあの地元のですね、

林業は３か月、あるいは商工会には２か月、農業には３か月ということで、１年を通したサイクルを

作ってですね、やっぱりやっていかないと、あの定住が難しいなぁという感じしてます。 

 そんなことも含めてですね、今回またあの今年度から地域おこし経験者のリーダー的存在を作ると

いうことで、これはあの今年度からですけども、地方経済活性化につなげる方策として地方自治体が

雇用した場合に、１人報酬最大６５０万円を交付税で措置するという、新しくですね、地域プロジェ

クトマネージャーという制度ができます。これもあの非常に専門的な見地からですね、特産づくりや

イベントなどに関わり、現場責任者としての事業を統括する役割を求めるというものでございます。 

 こういうものが総務省でできておりまして、まぁ非常にこう、どうしてこういう制度できてるのか

分かりませんけども、まぁ地域の活性化におけるですね、そういうものを作って非常に地元の町村で

はできない、そういうものを国で、そういう現場の責任者として統括するものを制度として作ってお

ります。 

 まぁこういう制度をですね、うまく利用するのも一つの方法ではないかというふうに思っておりま

す。で、今全国でもですね、あの仮にこれらの関係でも地域おこし協力隊のやっぱりあの終わった人、

あるいはそういうものをですね、活用して、地元に移住してくれる人がですね、現場の責任者であっ
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てくれるような制度を作ってるようでございます。これもあのもうちょっと中身詳しく調べんとわか

らんとこもありますけども、非常にあのいい制度だなっていう感じをしてます。で、地元でなかなか

こういう人が得られない場合にはですね、こういう移住の制度もありますので、一つこれらももう少

し制度を研究していただければというふうに思います。 

 先程町長が言ったようにあの島根県の海士町って言うんですか、これではあの本当あの２人ぐらい

は雇うというのに５人も来て非常に困ったというお話が新聞紙上に載ってます。で、全部を雇うわけ

にいきませんので、そのうちから３人ぐらい雇ってですね、あの４月からは農業、５月から１０月ま

では飲食業、１１月から３月までは酒製造業とかって、いろんなパターンを作ってですね、それぞれ

人に合ったものを作って、１年間をぐるぐるこう回して、そして人口減の歯止めを次々に立ててると

いうようなことが言われてます。 

 できれば置戸町にもですね、そういう困ってる企業があるというふうに聞いてますので、まぁ何人

かを雇ってですね、そういうふうな１年間ぐるぐるこう、３か月あるいは４か月ですね、あのそれぞ

れの職業にこう回してですね、やっぱりあの困っている、そういう人を派遣するというようなことも

考えられるんでないかというふうに思いますので、再度人口の歯止めについてですね、町長はどうい

うふうに考えてるか、お聞きしたいというふうに思います。 

〇岩藤議長 町長。 

〇深川町長〔自席〕 前段議員の方からも造材は業者はいるんだけども、造林の担い手がいないという 

お話をさせてきていただきました。私もあの今年、昨年、町有林で試験的に施業した新しい地拵え、

造林をする場所のところを機械を入れてですね、あの造林しやすくするということで、置戸のこの中

里の上の町有林の方の現場、今年先月ですね、見に行きました。まさに笹もなく、本当に傾斜はある

んですけども、グラウンドのなかに造林をする。担当に聞きますと、マルチャーという機械で、地拵

えしたんだと。これだったら誰でもあの造林できるんじゃないか。もしかすると傾斜がなければ機械

ででも植えれるんでないかっていうようなぐらい、技術が進んでいるのもあの見て驚きました。やは

り不人気の職場のなかなか共通するところは機械化が進んでいない、誰でも作業ができないようなこ

とが一つ挙げられると思います。こういう技術革新もそれぞれの産業で進めていただくのに町もサポ

ートしていきたいと思いますが、一方で産業単体での人材確保っていうのは非常に今までも難しかっ

たし大変だと思いますし、議員ご紹介のように他産業で合わせ技で雇用する、地域に移住してもらう

っていうことは画期的な良い方法だと思います。 

 私の公約にも掲げて去年言いましたが、町内の事業者の方々、産業の垣根を越えてですね、意見交

換の場を設けさせていただいて、単体ではできない課題、それから協力できること、それぞれの抱え

てる課題や要望を整理した上で、それぞれの解決に向けて、この方法も一つの方法であるなと、議員

の言われるようなこの制度活用も方法であり、この協力が得られるなかで協同組合、受け皿となる協

同組合の設置も実現できるんではないかなと思っております。 

 町内の事業者の経営者の皆さん、それからそこで働く人、勝山の移動町長室では移住者の意見も聞

きなさいというご意見もありました。どんな町が選ばれるのか、どんなことがみんなを惹き付けるの

か、そんなことも率直にいろんな意見をいただける場を設置していきたいと思います。 

 あの移住・定住についてはいろんな方策があると思いますが、まぁこれも一つの大きな仕事を作る
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ということは大きな移住・定住の柱であると考えております。 

〇岩藤議長 ２番。 

〇２番 小林議員〔一般質問席〕 いろいろ答弁いただきましてありがとうございます。いずれにして 

もですね、やっぱりあの地元の企業っていうか、経営者っていうか、そういう人方とですね、十分や

っぱり合意を取りながら置戸の方策としてどういうふうなことが一番いいのかいうことで、その辺は

執行側はきちっと把握してですね、やっぱりこれによってどういうことをやっていくのかっていうこ

とを考えてもらいたいというふうに思います。私はこれで終わりたいと思います。 

〇岩藤議長 これで一般質問を終わります。  

                                   

    ◎日程第 ３ 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び 

                  費用弁償に関する条例の一部を改正 

                  する条例から 

    ◎日程第１１ 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規 

                  約の変更についてまで 

                ９件 一括議題     

○岩藤議長 日程第３ 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一 

部を改正する条例から日程第１１ 議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更につ

いてまでの９件を一括議題とし、これから質疑を行います。 

 議案の順序で行います。 

〈議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 まず、議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を 

改正する条例。 

 質疑はありませんか。 

 ７番 嘉藤議員。 

○７番 嘉藤議員 今回の条例の改正についてでありますけども、地域おこし協力隊の報酬を上げると 

いうようなお話がありました。私、ほかの町の町村のお話を聞いたことがあるんですけども、実際に

は、地域おこし協力隊の金額っていうのは、総務省から全額出ているというようなお話もありました

し、そのほかに町単独で給与、報酬を上げて協力隊の人を呼び込むということをやっているというよ

うな町村もあるというふうにお聞きしましたけども、今回の２０万円という金額でありますけども、

ほかの町村と比べるといかがなものですか。ちょっとお答えいただきたいと思います。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 今ご質問がございましたとおりでございます。実は、地域おこし協力隊がですね、 

この会計年度任用職員に該当させなさいということになりまして、本町といたしましてもその扱いの

とおり、他の会計年度任用職員と同様になんですが、週３５時間勤務のパートタイム、前着任の初年

度の月額につきましては、１６万４，５６７円というところで運用をしていたところでございます。

ご質問があったとおりでございますが、国の示します特別交付税の対象となる地域おこし協力隊の報

償費等の上限額が年々引き上げられている状況でございまして、今年度は３２０万円まで、さらに次
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年度は３３０万円まで引き上げられるということから、今現在の条例で定める範囲内で運用するとい

たしますと、隊員の報酬等の最大で年間総額で約２５０万円程度に留まってしまうことから、そのギ

ャップが広がっているという状況にございます。またこれは幅広く周知されている事実でございます

ので、他の募集しております自治体も含めますと、隊員になりたいというご希望の方が条件をやっぱ

り見られるというとこございまして、実は、他の自治体との月額報酬の差を調べてみたところなんで

すが、大体、地域おこし協力隊、このオホーツク振興局管内の募集している状況を鑑みますと、大体

２０万円前後というのがスタンダードであるというところが分かりました。 

 それで、今後なんですけれども、この地域おこし協力隊にあってはですね、やはり制度として会計

年度任用職員というくくりのなかでは、なかなか運用が厳しいというところもございます。ですので、

今回このような形の定額２０万円という額で定めさせていただきまして、年度途中での採用等もござ

います。年度途中の採用であっても、隊員間の昇給時期の差にとらわれることがないというメリット

もございますので、このような形の運用となりました。なお、この２０万円でございますけれども、

管内自治体の月額報酬等々ほぼほぼこれで均衡が図れたのではないかと考えております。 

○岩藤議長 ７番。 

○７番 嘉藤議員 当初、地域おこし協力隊８人あるいは９人という目標を持ちながら、なかなか今の 

ところ２人ぐらいということで、新たな募集をかけていくような状況になっておりますけども、何と

か一人でも多くの人が本町に来ていただけることを望んで、私のご質問とさせていただきたいという

ふうに思います。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 これから１０月１日、採用に向けた隊員を募集するにあたりまして、その募集条 

件のなか、報酬額を月額２０万円ということでの募集をさせていただきたいと考えております。その

ため、今回この議会でお諮りをさせていただきました。一人でも多くの隊員を募集するべく、また一

からやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例〉 



 46

○岩藤議長 次に、議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

  ６番 髙谷議員。 

○髙谷議員 この機会に、コテージの料金も改めて見直すと。これは、最大がこの金額ということで、 

年間的には利用の時期というか、いわゆる繁忙期であるとかそういうときに合わせて、この料金につ

いては、トレーラーハウスについては、これ最大値が１万５，０００円ということにとらえていいん

でしょうか。年間通して１万５，０００円と、そういうふうに固定するのか。コテージも利用繁忙期

は、少し高いと。いわゆる利用の頻度の低い時期は少し抑えた金額を設定しているというふうに聞い

ているんですが、その辺はどういうふうにとらえたらよろしいですか。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 ただいまの議員からのご質問の関係ですけども、あくまでも今回の条例改正に 

つきましては、議員がおっしゃられたとおり、上限額の設定ということでご理解をいただければとい

うふうに思います。現在のコテージにつきましても、３段階の料金設定をしてございます。６人用、

４人用それぞれ条例に基づく上限額以内のなかで、繁忙期、閑散期、それからなんて言いましょう、

夏場、冬場、繁忙期というような３段階の価格設定をさせていただいているんですが、トレーラーハ

ウスにつきましても、それに準じた形で料金設定の方をさせていただく予定で現在検討の方を進めて

いるところでございます。あくまでも１万５，０００円は、マックスの金額ということで、それの範

囲のなかで設定をすると。金額設定は、３段階というような状況でございます。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 髙谷議員 比較的１万５，０００円、ここは２人定員が２名ということで、これはあの周辺も 

含めてというか、一つのスペースは、トレーラーハウスのなか以外にも活用しようとすれば、例えば、

テントを張るとかいろんなことをすれば最大値はもっと人の活用増えるのかもしれないですが、ちょ

っとコテージと違ってスペースに限度があるんでね、これあれなんですけど、４人用であっても常に

それが４人で利用されているかっていうと、そこはちょっと疑問なところあるんだけど、トレーラー

ハウスについては、これ以上の利用、２名以上の利用っていうのは、外のスペースも全部活用しない

と使えないような、そういうスペースですので、比較的食事も出ない、自分で確保しなければならな

いとか、そういう意味に置くと若干、設定としては、コテージから比べると割高に考えられるんです

が、その辺は一つ臨機応変にお願いしたいなと思いますけども、もし考えがあればお聞かせいただき

たいと思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 社団法人のゆぅゆの方でもですね、いろんな縷々その議論がございました。６ 

人用と４人用のコテージで考えますと、ざっくりと金額から、マックスの金額から割り返すと、１人

当たり５，０００円ぐらいの単価になると思います。トレーラーハウスで考えますと、同じように単

純に１棟貸しを予定していますので、１人５，０００円で考えますと、１万円というのが一つの基準

になるのかなというふうに思いますが、コテージとの大きな違いというのは、温泉が室内にあるかな

いかっていうのが多分大きいんだと思います。コテージにつきましては、コテージのなかでプライベ

ート空間のなかで温泉利用ができる。トレーラーにつきましては、あくまでもゆぅゆ本館の方にご利
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用いただくということで、食事の部分に関しましては、どちらも付いていないということにはなるん

ですけど、まあ大きいか、小さいか、利用しづらいか、しやすいかという部分でいきますと、トレー

ラーの方が議員おっしゃるように、ちょっと割高感が感じるかなというふうに思っております。今そ

の食事の部分ですとか、それからずっとこの間、私の方からもお話させていただいておりますけども、

アクティビティの提供だったりとかっていうのは、今も協議を進めております。秋口にオープン予定

ということでお話をさせていただいておりますが、これもまだ正式なオープン日程というのは決まっ

ておりませんけども、秋を目掛けて１００％の状態ではスタートできないかもしれませんが、ある程

度のところでスタートさせていただいて、引き続き必要なものについては、そのあとも議論をさせて

いただきたいなというふうに思っておりますし、以前の議会の一般質問のなかでもですね、あそこの

ゆぅゆ周辺のお話でもお答えさせていただいております。今の段階では、トレーラーを設置というと

ころで留まっておりますけども、今後の利活用のことも含めまして、ずっと継続協議という形で進め

させていただこうかなというふうに思っております。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 髙谷議員 今回にとどまらず、これからいろんな意味で発展させていくと、そういうことです 

が、そもそも当初は、これはコロナ禍のいわゆる密を避ける、利用のあれを拡散する、そういうのが

当初の目的だったというふうに思うんですが、ある程度この今のコロナ禍が収まった時点では、やは

りもうちょっとあれを核にして、言えば町有地のスペースをもうちょっと網の向こう側にもあるとい

うことですので、その辺も少し発展させながら検討していってもらいたいなというふうに思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 ありがとうございます。以前から協議会のなかでもそういうご意見もいただい 

ておりますし、最近の新聞紙上のなかでもですね、やはりキャンプ場っていうのが非常に密を避ける

という意味では、はやっているというお話も承知しております。近隣では、丸瀬布のキャンプ場が非

常に好評だということもありますし、道南の方では、はやりのグランピングの施設が随分できてきて

いるという状況も押さえておりますので、その辺も含めまして随時協議をさせていただきたいという

ふうに思います。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ７番 嘉藤議員。 

○７番 嘉藤議員 本来、これ消費税が１０％に上がったときに、この料金というのは上げるべきでな 

かったのかなというふうに考えますけども、今回はトレーラーハウスの利用料に合わせてこの改定と

いうことでありますけども、近隣町村の施設見ますとですね、入浴料、日帰り入浴料についても、も

う５００円じゃなくて６００円とかに上げた施設等もありますので、その時々、消費税とかそういう

時期を見ながらですね、常時よそと比べながら対応していかなきゃならないと。今回はトレーラーハ

ウスと合わせてということでありますけども、時期をとらえてそういうふうにやっていただきたいと

いうふうに考えます。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 現場の方でその辺の近隣の情報含めまして、かなり押さえているということは 

承知しているところでございます。どのタイミングで上げるべきかというのも随時お話はさせており
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ます。様子を見ながらというところも図っておりますし、今回、入浴料ではございませんが、コテー

ジの方を上限額を上げさせていただいたというのも説明でも申し上げたとおりですね、トレーラーハ

ウスとのバランスというところで、先ほど髙谷議員からもお話があったように、トレーラーの方がち

ょっと割高感があるということもあるものですから、その辺のことも含めまして、近隣の情勢、それ

からコロナの情勢含めて現場の方にも伝えさせていただきたいというふうに思います。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例〉 

○岩藤議長 次に、議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）〉 

○岩藤議長 議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、別冊事項別明細書（第１号）、６ページ、７ページ、歳出から進め

ます。 

 ３．歳出。２款総務費、１項総務管理費。３款民生費、１項社会福祉費、２項児童福祉費。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

  ８ページ、９ページ。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費。６款農林水産業費、１項農業費。 

  質疑はありませんか。 

  ７番 嘉藤議員。 

○７番 嘉藤議員 今回、この新型コロナウイルス感染症対応に要する経費ということで、補助金を付 

けてですね、ゆぅゆの利用促進を図るというようなことで今回予算を組んでおりますけども、この金

額、大人３００円、子ども２００円を料金から下げるということでありますけども、それに対して証

明書みたいなものを提出しなきゃならないということでしたけども、その辺の確認、従業員の皆さん、

町民の顔皆さん覚えているわけでありませんので、いろんな形で証明書を添付して出さんきゃならん

という部分の町民への周知ですか、その辺も一つお聞きしたいと思いますし、それから、年間の券を

買っている方がいるかと思います。そういう人たちの対応と言うか、その辺についても教えていただ

きたいと思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 ただいまの窓口での確認行為というのが一点かと思います。現在もですね、Ｊ 

ＡＦカードの提示、それからＱｕｎですかね、新聞に入ってくる情報誌の割引だったりという制度が

ありますが、それも活用しているんですけども、それにつきまして、証明書の提示を求めているとい
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うのが現在でございます。この辺少し議論があったところではあるんですが、そこのところを求めて

おりますので、今回は町民に限り、そこの部分を提示していただくということですけども、原則提示

を求めさせていただいたというお話をまずさせていただきたいというふうに思っております。あとは、

がちがちというつもりもないんですけども、ある意味、いろんな組み合わせのパターンというのが考

えられるかと思います。全く純粋に置戸の町民の方という部分もありますでしょうし、何でしょう、

お子さんだったり、ご両親だったりというのが町外にいらっしゃるっていうような組み合わせもある

かと思うんですけども、その辺はある程度、現場の方にお任せをしたいなというふうに思っているこ

とと、それから、周知の方に関しましては、徹底するのは現場の方での周知、紙の貼り出しですとか、

カウンターでの口頭の周知。それから私たち行政の方でできることにつきましては、ホームページ、

それから情報メールだったりですね、町の広報、おしらせ、それから各マスコミ等々をご利用させて

いただいての周知というような形になるかと思います。 

 後段の年間パスポートをご利用されているという方につきましては、現場の方でもその方たちの人

数も押さえておりまして、多くはないんですけども数人いらっしゃるというふうに聞いております。

その方たちに特別どうのこうのということは表立っては考えていないんですけども、現場の方ではそ

の辺の人たちに対する対応というのも十分に考えたなかで、ちょっとこの辺の制度の調整というのは

させていただいているところでございます。 

○岩藤議長 ７番。 

○７番 嘉藤議員 ちょっと今の答弁だと、町民対象と言いながら、町外のお子さんや親御さんいた場 

合には、対象になるんでないかのような話もありましたけども、そういう受け止めでよろしいですか。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 基本的には、町民対象でございます。この制度を実施するにあたっては、あく 

までも町民対象なので証明書提示を求めさせていただくということでございます。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 １０ページ、１１ページ。 

 ７款商工費。８款土木費、１項土木管理費、２項道路橋梁費。９款消防費。１０款教育費、４項社

会教育費。 

 質疑はありませんか。 

 ４番 佐藤議員。 

○４番 佐藤議員 コロナの経済対策についてなんですけど、飲食業と飲食以外の業者さんの、それぞ 

れの年収の減額について差を設けて給付金を交付するということなんですけど、飲食の方のですね３

０万円、これ４０％の減額のところは３０万円を給付するということなんですけど、それはそれでい

いと思うんですよね。ただ、そのほかの業種の方、飲食以外の業界の方、これが１３件と７件合わせ

て、それぞれ２０件あるわけですが、この方も同じくね、収入が年収が４０％減っていると。そして、

だけどこの方たちについては、給付額が１件２０万円だと、１０万円少ないんですね。私は、それは

それとしてね、飲食の方については、それはそれでそういう算定のなかで３０万円給付するというこ
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とはいいと思うんだけど、それであればね、ほかの業界の方もね同じだと思うだよね。要するに、ト

ータルして２０１９年の売上と比較して私も、例えばですよ、例えば飲食じゃなくて、何だろう、呉

服店やっているとか、何かやっているとか、いろいろ商売やっている方おられると思うんですよね、

製造業の方もあるけど。それだって同じだと思うんだよね。収入が減っていることには間違いないし、

だから私は、そこで差を付ける必要ないと思うんだよね。やっぱりこれはコロナの経済対策で、コロ

ナで非常に営業が苦慮していると。そういうことであればね、同じくこの率で減収であれば、同じ単

価で給付すべきではないかと思うんですけど、その違いをどういうふうに、なんて言うんですか、説

明されるのか。合理的なそういった理由があるのかないのかちょっと示してほしいと思います。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 ただいまの議員のご質問ですが、飲食店に手厚くと言いますか、みんな平等で 

はないかということかというふうに思います。議案の説明資料のなかでも、第１弾、第２弾、第３弾

の申請件数、それから業種別のものを示させていただいたところでございます。昨年の第１弾のとき

につきましては、全体で６７件。これが第２弾になりますと、４１件。第３弾になりますと、２３件

ということで、直近になってくると、少しずつ減ってきているという現状が一つございます。 

 そのなかにおきましても、説明のなかでも申し上げさせていただきました飲食店に限ってちょっと

アップをさせていただいたというのは、宴会がご承知のとおり、宴会が全くできないという状況がご

ざいます。これ先ほどのご質問のなかのゆぅゆの部分でいきましても、一切宴会ができていないとい

うことで、ちょっとそこの部分がかなり手痛いというお話も聞いておりますし、各飲食店の方からも

ですね、その大人数でのやはり出入りが少ない物理的にできないというところがかなり大きいという

お話を随分この間賜ってきているということがございます。今年に入りまして少し良くなってきたか

なという状況ではあったんですが、ゴールデンウィークを機に、また緊急事態宣言という状況が出さ

れまして、また逆戻りをしてしまったという状況のなかでは、一つやはりそこのところが私どもとし

ては、考えた柱であるというふうにご理解をいただければというふうに思っております。もちろん飲

食業以外の業種につきまして、落ちていないというふうには全く思っていません。その方たちも当然

落ちているというふうには思いますが、同時に金額を揃えた上で、そこの大人数での部分を考慮して、

逆に飲食店の方に少し上乗せをさせていただいたというのが今回の積算の根拠ということになってお

ります。 

○岩藤議長 ４番。 

○４番 佐藤議員 その宴会の大人数の予約が全然取れていないと言うか、それでかなり飲食業につい 

ては、経営のダウンが大きいということの説明だと思うんですね。それはそれで結構なんですが、た

だね、もしそうだとすればね、ほかの業種と比較して飲食業が特に大口の予約がキャンセルが多いと

かっていうことで、著しくね５０％とか６０％とか前々年ですか比較して多いんであれば、その部分

はまた別なランクでね、飲食業にね支援してやればいいと思うんですよね。それだけこれは４０％の

区切りだから、もっともっと大きいんですよと。もう６割も７割も減収しているんですよというそう

いう事情があればね、それに対する対応を取って然るべきだと思うんですね。そういうことを考える

と、ほかの業種の方はね、私のとこでも３０％なんだけど、１０万円の差があると。そこでのなんて

言うのかな、不公平感っていうのが出ないのかっていうことが一番大きいのと、それから今言ったよ
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うに、飲食が特に大口の予約が取れなくて宴会が取れないんで、さっき言ったとおり、すごい大きな

経営ダウンだっていうことであれば、それに対するランクをもう１回ね、４０で区切らないで５０と

か６０とか、それに区切ってさらに経済対策を打つべきだと私はそう思うんですが、今回だけではな

いと思うんですね。あとまた９月にもあるのかもしれませんけど、そういったことを含めて今後の対

策って言うかな、そのことについてどうお考えか、ちょっと示してください。 

○岩藤議長 産業振興課長。 

○五十嵐産業振興課長 貴重なご意見ありがとうございます。実は、正直申し上げますと、特に飲食店 

に限って対策を打ちたいというのは、ずっと担当を含めまして、上司も含めましてそういう思いとい

うのはありました。ただ、逆にちょっとそれ以外の業種のところの部分もあるものですから、ちょっ

と同じ事業のなかで給付金のなかで今回差を付けさせていただいたというのが正直なところでござ

います。 

 先ほど議員もおっしゃられたように、今後の部分があるということで、これ予定では今２０日の緊

急事態宣言というところがですね、新聞報道では少し解除になるんではないかというお話もあります

が、今後、まだ北海道のコロナの情勢っていうのは、どういうふうになるか分かりませんので、経済

対策っていうのは、引き続き行っていかなきゃならないというのは、私どもも理解しているところで

ございます。今後に向けたなかで少しその辺をですね、ただいまいただいたご意見を参考にさせてい

ただきながら検討していきたいなというふうに思っておりますので、ご理解のほどをよろしくお願い

します。今回の積算に関しましては、議員の方もご理解いただいているということで、この形でよろ

しくお願いしたいというふうに思います。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  ４番。 

○４番 佐藤議員 項目って言うか、款変わりまして、土木費の道路橋梁費の町道敷地確定に要する経 

費ですが、これ中里地区が、一部安住も被っているんですけど、このなかで今回、用地測量確定のた

めの経費ということで計上されているわけですが、今後ですね、これが確定した段階で一部民地に入

っている部分があると思うんですよね、用水路にね。それの買い上げって言うかな、基本的にはこれ

用地確定して町有地って言うか、明渠の土地と、それから個人の土地を明確に線引きするということ

で、そのための委託料なんですけど、その後ですね、確定した段階で将来的に個人から買い上げって

いうことが当然あると思うんですよね。それは将来ということなんだけど、今後ですね、今年そうい

うことが発生するのかしないのか、４年度に向けるのか、この事業に対する考え方をちょっと示して

欲しいと思うんですよね。 

○岩藤議長 施設整備課長。 

○名和施設整備課長 今の用地確定測量委託業務についてご説明をいたします。今年度、用地確定測量、 

承認いただければですね、用地を購入する面積を確定いたしまして、土地の所有者の方とですね、単

価と面積について協議をいたしまして、確定後にですね、購入の手続きを進めていきたいというふう

に考えております。そちらにつきましては、今年度中に実施したいというふうに考えておりますので、

金額等ですね、見えた段階で、また補正予算というようなことでご提案させていただきたいというふ

うに考えております。 
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○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次のページへ進みます。 

 １２ページ、１３ページ。 

 ５項保健体育費。 

 ７番 嘉藤議員。 

○７番 嘉藤議員 図書館費のところで、新型コロナウイルス感染症対策に要する経費ということで少 

しお伺いをしたいと思いますけども、１２店舗の店とのコラボレーションをしてテイクアウトあるい

は図書館の図書を利用者に提供するというようなお話でしたけども、７月から１０月ということで３

か月間では、取り扱う量にもよりますけども、一律の２万円じゃなくて、取り扱いの多い店には、も

っともっと金額を上げてもいいんではないかなというふうな感じがしますけど、その辺の考え方をお

聞きしたいと思います。 

○岩藤議長 図書館長。 

○遠藤図書館長 図書館利用促進事業についての説明をさせていただきます。今回、予算で計上いたし 

ました報償費２４万円につきましては、この事業にご理解、ご協力をいただき、参加してくれた飲食

店に対する謝礼金でございます。お弁当につきましては、各飲食店の方たちが設定した金額で申し込

みのあった町民の方たちにお支払いしていただくということから、お弁当代金については、飲食店の

方が受け取って、図書館としては、この事業に参加してくれていただきありがとうございましたとい

うことで、謝礼金として払う金額でございますので、お弁当の材料費という意味合いではないという

ことをご理解いただければと思います。 

○岩藤議長 ７番。 

○７番 嘉藤議員 今の部分ですけども、テイクアウトするやつを図書館に持って来るというような手 

間もありますので、結構、従業員の少ない店とかいろんな対応については、逆に経費が掛かるんでは

ないかという心配をしていたものですから、もしそういう事案が発生したときにはですね、そういう

その金額の一律ではなくて、２万円っていう謝礼じゃなくて、その事業量に応じたというような形が

望ましいんではないかというふうに思っていたんですけど、その辺はいかがですか。 

○岩藤議長 図書館長。 

○遠藤図書館長 この事業に関しましては、飲食店の皆様方のご理解、ご協力がなければ出来ない事業 

でございます。内容等につきましても、ご参加いただける飲食店の方たちといろいろ協議しながら、

日程等も含め進めていきたいなと思っております。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

  １番 石井議員。 

○１番 石井議員 今のところなんですけど、期間は７月から１０月までの土曜日ということなんです 

けども、ちょっと腑に落ちないと言うか、なんて言いますか、ランチのテイクアウトにつきましては、

ある程度、昼と夕方等々の時間が考えられるんですけども、例えば、ここに書かれているように、例

えば、お菓子類だとか、そういった物のテイクアウトっていうのが、もしかすると３時になったりだ

とか１０時になったりだとか、そういったようななんて言うのかな、時間差で利用される方の対応と
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いうものを、まずどういうふうに考えておられるか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○岩藤議長 図書館長。 

○遠藤図書館長 期間につきましては、７月から１０月までと想定しておりまして、時間帯につきまし 

ても、お弁当に関しましては、食中毒とか夏場にもかかりますので、そういった問題もありますこと

から、お昼の１１時から１時ぐらいまでの間の時間帯で申し込みのあった完全予約制とさせていただ

きますので、申し込みのあった方たちに取りに来ていただくということになりますが、それ以外の例

えば、今おっしゃられましたように、喫茶店ですとか、菓子店の方たちに関しましては、その時間帯

に関わらず、図書館が開いている時間でお店の方たちの都合の良い時間帯で販売していただければと

思っております。 

○岩藤議長 ここで質疑の途中ですが、しばらく休憩します。午後１時より再開いたします。 

                          

休憩 １１時５８分 

再開 １３時００分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案の質疑を続けます。 

〈議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）〉 

○岩藤議長 議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算事項別明細書（第１号）。 

  歳出。１２ページ、１３ページ。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、歳入に進みます。 

 ４ページ、５ページ。 

 ２．歳入。１０款地方交付税。１４款国庫支出金、１項国庫負担金、２項国庫補助金。１５款道支

出金、１項道負担金。 

 質疑はありませんか。 

 ２番 小林議員。 

○２番 小林議員 ５ページの、新型コロナウイルス云々って交付金が１，６００万円ほどありますけ 

ども、実際にはもっときているんですか。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 第３次交付分といたしまして、４，０００万円。トータルですけども、今現在４， 

８００万円の留保を持っておりまして、今回お諮りさせていただきました１，６６２万５，０００円

を差し引きますと、留保財源といたしましては、３，１３７万５，０００円まだ留保しております。 

○岩藤議長 ２番。 

○２番 小林議員 今回、１，６００万円ほど使って、残りが３，１００万円っていうことですか。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 まだ３，１３７万５，０００円の交付金の額が残っております。 
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○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第３３号 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号）〉 

○岩藤議長 次に、議案第３３号 令和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号）。 

 第１条 歳入歳出予算の補正は、別冊事項別明細書（第１号）、４ページ、５ページ、下段の歳出か

ら進めます。 

 ３．歳出。２款下水道費、１項公共下水道事業費。 

 質疑はありませんか。 

 ７番 嘉藤議員。 

○７番 嘉藤議員 薬品脱水の基盤が壊れたということで、今手動でやっているというような説明があ 

りましたけども、この２５０数万円かければ、今度はちゃんと自動と言うか通常の作動ということで

よろしいですか。 

○岩藤議長 施設整備課長。 

○名和施設整備課長 今回の修繕料、２５３万円ということで計上させていただいておりまして、こち 

らの方で説明をさせていただきました、薬品の制御装置を交換いたせばですね、手動から自動に切り

替えて通常どおりの運転が可能ということとなっております。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、上段の歳入に進みます。 

  ２．歳入。３款繰入金、１項他会計繰入金。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、歳入歳出を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について〉 

○岩藤議長 次に、議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、次の議案に移ります。 

〈議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について〉 

○岩藤議長 次に、議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更について。 

  質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 
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○岩藤議長 なければ、全体を通して質疑漏れはありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、ここでしばらく休憩します。 

 意見調整を行いたいと思いますので、議員の皆さんは議案持参のうえ、議員控室の方へ移動願いま

す。説明員の方は、そのまま自席でお待ちください。 

                          

休憩 １３時０６分 

再開 １３時１５分 

                          

○岩藤議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例か

ら議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更についてまでの９件を通して質疑漏れ

はありませんか。 

 ６番 髙谷議員。 

○６番 髙谷議員 一般会計補正予算の、先ほど小林議員が聞かれておりました、いわゆるコロナ関連 

の臨時交付金の関係で、残り３，１３７万５，０００円というふうに説明がありました。この関係の

事業については、１００％国の交付金で賄われる事業だというふうに思うんですが、いわゆる今後ね、

３，１３７万５，０００円については、どのようにこれから活用って言うか、ある程度メニューは考

えておられるのか。仮に、これは繰り越さない事業だとすれば、３，１００万円なり残された部分の

事業について、ある程度のりしろも考えながらいろんなことを想定しながら事業を組み立てていかな

いと、これ最後にすべてが全部消化できないって言うか、クリアできないということも予想されるん

ですが、今後の事業においては、その辺についてはどういうふうに考えているのか、ちょっとお聞き

をしたいなというふうに思います。 

 例えば、さっきのゆぅゆの関係の３００円や２００円の補助の関係についても、これからのいわゆ

る入浴者なりそういった人たちの想定を考えて、仮にもそれが５２０万円クリアできない場合も出て

くるんじゃないかという場合について、繰り越さないとすれば、これ消化できないということも予想

されるんですが、その辺についてある程度のりしろは考えているのか、その辺もちょっとお聞きした

いと思いますけど。 

○岩藤議長 企画財政課長。 

○坂森企画財政課長 今回ご提案をさせていただきました事業につきましてですけども、これも事業実 

績等によって交付金の使用の額も変わるだろうということは、想定をしております。また、留保させ

ていただいています、この金額でございますが、今、新型コロナウイルスワクチンの接種も始まって

いると言いながらも、まだ国際的にもそうですし、また、日本国内においてもですけども、収まりと

言うには、まだまだ 程遠い状況であると。本町においても、これから先ですがどういった、先ほど

産業振興課長も答弁させていただきましたけども、いわゆる経済対策、今回だけで終わりではなく、

町内のいろんなことを加味しながら即時に対応していかなきゃならないという財源として、この３，

１３７万５，０００円は留保している状況でございます。もちろんその状況、これからの状況におき
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まして、臨時会ですとか、それから状況によっては、専決処分を含めながらですけども、即時に対応

していくという姿勢でこの留保財源を活用してまいりたいと。これにつきましては、繰り越すことを

前提として考えておりませんので、然るべく時期にですね、その時々の状況を踏まえた事業について

のお諮りをさせていただきたいと考えておりますので、ご理解いただければと思います。 

○岩藤議長 ６番。 

○６番 髙谷議員 現状は今のコロナって言うのは、いつ収まるかどうかも全く予想がつかない、一番 

頼られるのは、いろいろ議論ありました、コロナのワクチンの関係。これがある程度普及して経済活

動がまた復活してくると、いろいろ変わってくるんだろうというふうに思うんですが、それまでは何

とかこれしのがなきゃならないということですし、そういうことに結び付ける、いわゆる経済対策な

り、そういうとこに結び付ける方法をこれから少し検討しながらやってもらいたいなというふうに思

いますので要望しておきます。 

○岩藤議長 ほかに質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例から議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更についてまでの９件につい

て一括討論を行います。 

 討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これで、議案第２７号から議案第３５号までの９件について討論を終わります。 

 これから、議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例から議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更についてまでの９件を採

決します。 

 議案の順序で行います。 

 まず、議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例の採決を行います。 

 議案第２７号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第２７号 置戸町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例の採決を行います。 

 議案第２８号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第２８号 置戸町税条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 
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 次に、議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の採決を行います。 

 議案第２９号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第２９号 置戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可

決されました。 

 次に、議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例の採決を行います。 

 議案第３０号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第３０号 置戸町交流促進センター設置条例の一部を改正する条例は、原案のと

おり可決されました。 

 次に、議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例の採決を行います。 

 議案第３１号については、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第３１号 置戸町介護保険条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）及び議案第３３号 令和３年

度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号）の２件を一括して採決します。 

 議案第３２号及び議案第３３号の２件については、いずれも原案のとおり決定することに賛成の議

員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第３２号 令和３年度置戸町一般会計補正予算（第１号）及び議案第３３号 令

和３年度置戸町下水道特別会計補正予算（第１号）の２件については、いずれも原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について及び議案第

３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更についての２件を一括して採決します。 

 議案第３４号及び議案第３５号の２件については、いずれも原案のとおり決定することに賛成の議

員は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○岩藤議長 起立多数です。 

 したがって、議案第３４号 北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約の変更について及び

議案第３５号 北見地域介護認定審査会共同設置規約の変更についての２件については、いずれも原

案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第１２ 意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向 

                   けた施策の充実・強化を求める要 

                   望意見書から 

    ◎日程第１５ 意見書案第５号 ２０２１年度北海道最低賃金改正 

                   等に関する要望意見書まで 

                ４件 一括議題     

○岩藤議長 日程第１２ 意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を 

求める要望意見書から日程第１５ 意見書案第５号 ２０２１年度北海道最低賃金改正等に関する要

望意見書までの４件を一括議題とします。 

 お諮りします。 

 意見書案第２号から意見書案第５号については、置戸町議会会議規則第３８条第２項の規定により

趣旨説明を省略したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 よって、意見書案第２号から意見書案第５号までの４件については、趣旨説明を省略することに決

定しました。 

 これから、意見書案第２号から意見書案第５号までの４件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、意見書案第２号から意見書案第５号までの４件について一括討論を行います。 

 討論はありませんか。 

               （「なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 討論なしと認めます。 

 これから、意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める要望

意見書から意見書案第５号 ２０２１年度北海道最低賃金改正等に関する要望意見書までの４件を

一括採決します。 

 お諮ります。 

 意見書案第２号から意見書案第５号までの４件については、原案のとおり決定することにご異議あ

りませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める要

望意見書から意見書案第５号 ２０２１年度北海道最低賃金改正等に関する要望意見書までの４件に

ついては、原案のとおり可決されました。 
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     ◎日程第１６ 議員の派遣について 

○岩藤議長 日程第１６ 議員の派遣についてを議題とします。 

 議員の派遣については、置戸町議会会議規則第１２４条の規定により、お手元に配付の議案のとお

り議員を派遣したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

  したがって、お手元に配付の議案のとおり議員の派遣をすることに決定しました。 

○岩藤議長 お諮りします。 

 ただいま議決しました議員派遣の内容に、今後変更を要する時は、その取り扱いを議長に一任願い

たいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の内容に今後変更を要する時は、その取り扱いを議長に一任することに決定

しました。 

                                    

     ◎閉会の議決 

○岩藤議長 お諮りします。 

  本定例会の会議に付された事件は、全て終了しました。 

  したがって、置戸町議会会議規則第６条の規定によって本日で閉会したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

               （「異議なし」と発言する者あり） 

○岩藤議長 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

                                    

     ◎閉会宣言 

○岩藤議長 これで本日の会議を閉じます。 

  令和３年第３回置戸町議会定例会を閉会します。 

閉会 １３時３１分 

 


